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今
月
の
主
な
内
容

３
月
末
で
閉
所
を
迎
え
る
八
東
保
育
所
で
は
、２
月
１
日（
金
）に
節
分
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、み
ん
な
で
恵
方
巻
き
に
元
気
よ
く
か
ぶ
り
つ
き
ま
し
た
。
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　「
た
だ
い
ま
か
ら
中
学
生
議
会
を
開
会

し
ま
す
。」

　
平
成
31
年
１
月
28
日（
月
）の
八
頭
町
議

会
議
場
は
い
つ
も
と
違
い
、
普
段
は
八
頭

町
議
会
議
員
が
座
る
席
に
は
中
学
生
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
八
頭
町
で
は
初
め
て
中
学
生

が
町
の
議
員
と
な
り
、
町
に
提
案
を
行
う

「
八
頭
町
中
学
生
議
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
議
員
は
、
３
年
生
の
ク
ラ

ス
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
５
グ
ル
ー
プ
（
提

案
者
15
名
と
議
長
１
名
）
の
16
名
で
、
緊

張
感
漂
う
中
、
約
１
時
間
半
の
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
中
学
生
議
会
は
、
社
会
科
の
授

業
で
地
方
自
治
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
習

し
た
こ
と
を
機
会
に
、
こ
れ
か
ら
の
八
頭

町
の
町
づ
く
り
を
自
ら
考
え
、
自
分
の
言

葉
で
提
言
や
質
問
を
行
い
な
が
ら
、
も
の

の
見
方
や
考
え
方
を
深
め
る
と
と
も
に
、

町
政
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
傍
聴
席
で
は
、
町
議
会
議
員
の
方
も
そ

の
様
子
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。「
お
も
し

ろ
い
提
案
も
あ
る
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。中
学
生
達
は
や
が
て
選
挙

権
を
持
ち
、
町
政
に
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
政
治
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組

み
や
重
要
性
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
す
。今
回
の
中
学
生
議
会
が
、町

政
へ
の
関
心
に
繋
が
る
体
験
的
な
学
習
に

な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

八頭町中学生議会

５つの提案

　町営の学習施設ということですので、当然、
町の予算で運営していくことになります。ター
ゲットは、提案されたとおり中高生。町営で運

営していくということは、将来、八頭町に貢献することや、
八頭町を支える人材として活躍していただくための学習
施設でなければならないと考えます。
　廃校等の施設利用に当たっては、施設の維持や生徒
のアクセス方法など、検討すべき課題も多くありますが、施
設の有効利用や、雇用の創出に目を向けられたことは、
素晴らしいと思います。意欲的に学ぶことこそが、力をつ
けていく原動力だと思います。そういった気持ちの強い八
頭中生が、数多く育つよう、私たちも行政の立場から支援
できればと思います。

空き施設で町営の
学習施設を作ってはどうか？

3年1組：八頭の地で学力アップ

　鳥取県は全国的にも名水の産地として知
られおり、八頭町では「用呂の清水」が平成
2年に「とっとりの名水」として選定されていま

すし、安徳の里・姫路公園に行く途中にある「出逢の泉」
も町内外の多くの方が採水に訪れています。
　八頭町にはおいしい水がありますが、それを商品として
開発・販売するとなると、まずは素晴らしい水質の水が 1
年を通して商品化できるだけの水量が必要です。また商
品として販売するには事業所が必要で、設備投資も必要
となってきます。
　町営の水工場を立ち上げることは非常に困難ですが、
企業進出などの話があれば町が窓口となって対応したい
と思います。

きれいでおいしい水のある
八頭町をアピールするための
商品を開発しませんか？

3年3組：水取県　IN YAZU

　八頭町では民間企業による宅地造成や
新築住居の建築が盛んに行われており、新
築の「田舎ホテル」を整備して移住者に買い

取ってもらうということは、すでに新築された方との不公平
感も出ることから難しいところです。しかしながら、空き家を
改修しての「田舎ホテル」の整備、気に入った方が買い取
る場合の助成制度については検討していきたいと思いま
す。
　なお八頭町では、移住を希望される方が試しで八頭町
に住んでいただける施設として、空き家をリフォームした
「お試し住宅」を整備する予定です。

空き家のリフォームなどで田舎ホテル
を作り、移住者に利用してもらい、気に
入ったら買い取ってもらうか町で運営
するのはどうか？

3年2組：田舎ホテル

　鳥取県内をはじめとして全国にご当地ア
イドルが存在し、町おこしの一役を担ってい
るケースも多数あります。八頭町にはご当地

アイドルはいないものの八頭町マスコットキャラクターのや
ずぴょんは町内外のイベントで活躍しており、子どもから
大人まで多くの方に親しんでいただいています。
　今後、町営のアイドルグループを立ち上げたり町とし
て運営面や資金面をバックアップしたりすることは難しい
と思いますが、例えば、鳥取市の「しゃんしゃん鈴の音大
使」のようなかたちでイベント等で町をＰＲする方を募る
ようなことについては今後検討したいと思います。

方言のかわいさを武器にした
ご当地アイドルを結成して
町をＰＲしてはどうか？

3年5組：DKE23（だけぇ23）

　八頭町では自然環境を生かして、米作を
中心に、梨、柿、リンゴなどの果樹栽培が盛
んに行われており、農業は基幹産業として

重要な位置を占めております。
　町には現在、耕作されていない農地が 100 ヘクタール
程度あり、農地を新しく確保することは可能ですが、条件
の良い土地を確保することが重要かと思います。条件の
悪い土地を避け、農作物の栽培への悪影響を減らすこ
とが農地の確保の重要なポイントになってきます。八頭町
では、農業公社をはじめとする関係機関が協力して、農
業を始める人に対する農地の確保を支援しているところ
です。

八頭で農業を始める人に、
無償で土地を提供してはどうか？

3年4組：八頭で農業でやす

八頭町中学生議会開催！！
私たちが提案する町づくり

八
頭
町
初
の
中
学
生
議
会
開
会

中
学
生
議
会
の
目
的

テ
ー
マ

「
〜
中
学
生
か
ら
の
提
言
〜

　
　ど
う
し
た
ら
八
頭
町
を

　
　
　
　
　活
性
化
で
き
る
か
？
」
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子
ど
も
た
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長
を
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っ
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平
成
31
年
４
月
１
日
に
新
生
の
八
東
保
育
所
が

開
所
し
ま
す
。
こ
の
保
育
所
は
八
頭
町
保
育
所
適

正
配
置
計
画
に
基
づ
き
、
丹
比
保
育
所
、
八
東
保

育
所
、
安
部
保
育
所
を
統
合
し
新
築
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
平
成
27
年
度
に
開
所
し
た
郡
家
東
保
育
所
、
平

成
29
年
度
に
開
所
し
た
船
岡
保
育
所
と
同
様
に
木

造
平
屋
建
て
の
建
物
に
な
っ
て
お
り
、
木
造
な
ら

で
は
の
温
か
み
の
あ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
広
い
園
庭
に
は
芝
を
張
っ
て
い
ま
す
の
で
子
ど

も
た
ち
は
裸
足
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
後

児
保
育
や
一
時
保
育
の
専
用
の
部
屋
も
設
け
て
お

り
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
た
施
設
に
な
っ

て
い
ま
す
。
駐
車
場
は
67
台
駐
車
可
能
で
毎
日
の

通
所
や
イ
ベ
ン
ト
時
も
安
全
で
す
。

　
ま
た
、
調
理
機
器
も
オ
ー
ル
電
化
と
な
っ
て
お

り
ク
リ
ー
ン
か
つ
効
率

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

広
く
ゆ
っ
た
り
し
た
こ

の
施
設
で
子
ど
も
た
ち

が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
つ
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

【
施
設
の
概
要
】

名
　
　称
　
八
頭
町
立
八
東
保
育
所

所
在
地
　
八
頭
町
安
井
宿
１
３
４
６
番
地

構
　
　造
　
木
造
平
屋
建
て
一
部
鉄
骨
造
り

延
床
面
積
　
１
，４
８
０
㎡

定
　
　員
　
１
３
０
名

開
所
日
　
平
成
31
年
４
月
１
日

　
新
生「
八
東
保
育
所
」の
開
所
に
伴
い
、

内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
込

み
は
不
要
で
す
の
で
見
学
を
希
望
さ
れ

る
方
は
当
日
ご
参
集
下
さ
い
。

　日
　時
　
３
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
〜
16
時

場
　所
　
新
生
八
東
保
育
所

　
　
　
　（
旧
安
部
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

持
参
品
　
ス
リ
ッ
パ
等
の
上
履
き

安部・八東・丹比の３保育所が平成３１年３月３１日で閉所します。
これまで地域の皆様とともに多くの子どもたちの健やかな成長を見守ってきました。

たくさんの笑顔と思い出が詰まった３保育所のあゆみを振り返ります。

○昭和36年４月に中学校寄宿舎を借用して開所
○昭和37年８月に新築
○昭和56年１月に現在の建物を新築
利用定員／65名
敷地面積／1,709㎡
建築面積／780㎡

丹比保育所

日時／3月25日（月）
　　　午前１１時２０分～

■ 閉所式 ■

保護者から一言
地域の皆様に見守られ、多くの
子どもたちが楽しくすごした丹
比保育所が、ついに閉所の日
を迎えることになりました。親
子2代で通った丹比保育所、あ
りがとうございました。
　保護者会長　竹内啓治さん

○昭和２５年３月に八東村公民館を借用して開所
○昭和２６年２月に現在の位置の近くに新築
○昭和４９年４月に現在の位置に新築
利用定員／３５名
敷地面積／2,481㎡
建築面積／463㎡

八東保育所

日時／3月25日（月）
　　　午前１０時３０分～

■ 閉所式 ■

保護者から一言
先生や地域の皆様のおかげ
で、子どもたちは、保育所に通
うのを楽しみに生活を送ること
ができました。ありがとうござ
いました。
　保護者会長　村瀬貴之さん

○昭和３３年４月に新築開所
○昭和５３年１２月に現在の建物を新築
利用定員／４５名
鉄筋コンクリート造平屋建
敷地面積／1,761㎡
建築面積／373㎡

安部保育所

日時／３月２５日（月）
　　　午前９時４０分～

■ 閉所式 ■

保護者から一言
温かい先生方、協力的な地域
の皆さまに見守られて、安部
保育所から素敵な園児が育ち
ました。ありがとう！安部保育
所！！
　保護者会長　植木真司さん

新
生「
八
東
保
育
所
」

　
　
　
　 内
覧
会
の
開
催

町
民
課
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病後児

病後児

玄関

職員室

医務室

多目的室

教材室

給食室
ス
テ
ー
ジ

遊　戯　室

2歳児室 3歳児室 4歳児室 5歳児室

調乳

廊下

廊下

沐浴

トイレ

相談室

絵本

一時保育 0歳児室

1歳児室

トイレ

トイレ

トイレ

新
生
八
東
保
育
所
開
所

新
生
八
東
保
育
所
開
所

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　
平
成
31
年
４
月
１
日
に
新
生
の
八
東
保
育
所
が

開
所
し
ま
す
。
こ
の
保
育
所
は
八
頭
町
保
育
所
適

正
配
置
計
画
に
基
づ
き
、
丹
比
保
育
所
、
八
東
保

育
所
、
安
部
保
育
所
を
統
合
し
新
築
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
平
成
27
年
度
に
開
所
し
た
郡
家
東
保
育
所
、
平

成
29
年
度
に
開
所
し
た
船
岡
保
育
所
と
同
様
に
木

造
平
屋
建
て
の
建
物
に
な
っ
て
お
り
、
木
造
な
ら

で
は
の
温
か
み
の
あ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
広
い
園
庭
に
は
芝
を
張
っ
て
い
ま
す
の
で
子
ど

も
た
ち
は
裸
足
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
後

児
保
育
や
一
時
保
育
の
専
用
の
部
屋
も
設
け
て
お

り
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
た
施
設
に
な
っ

て
い
ま
す
。
駐
車
場
は
67
台
駐
車
可
能
で
毎
日
の

通
所
や
イ
ベ
ン
ト
時
も
安
全
で
す
。

　
ま
た
、
調
理
機
器
も
オ
ー
ル
電
化
と
な
っ
て
お

り
ク
リ
ー
ン
か
つ
効
率

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

広
く
ゆ
っ
た
り
し
た
こ

の
施
設
で
子
ど
も
た
ち

が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
つ
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

【
施
設
の
概
要
】

名
　
　称
　
八
頭
町
立
八
東
保
育
所

所
在
地
　
八
頭
町
安
井
宿
１
３
４
６
番
地

構
　
　造
　
木
造
平
屋
建
て
一
部
鉄
骨
造
り

延
床
面
積
　
１
，４
８
０
㎡

定
　
　員
　
１
３
０
名

開
所
日
　
平
成
31
年
４
月
１
日

　
新
生「
八
東
保
育
所
」の
開
所
に
伴
い
、

内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
込

み
は
不
要
で
す
の
で
見
学
を
希
望
さ
れ

る
方
は
当
日
ご
参
集
下
さ
い
。

　日
　時
　
３
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
〜
16
時

場
　所
　
新
生
八
東
保
育
所

　
　
　
　（
旧
安
部
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

持
参
品
　
ス
リ
ッ
パ
等
の
上
履
き

安部・八東・丹比の３保育所が平成３１年３月３１日で閉所します。
これまで地域の皆様とともに多くの子どもたちの健やかな成長を見守ってきました。

たくさんの笑顔と思い出が詰まった３保育所のあゆみを振り返ります。

○昭和36年４月に中学校寄宿舎を借用して開所
○昭和37年８月に新築
○昭和56年１月に現在の建物を新築
利用定員／65名
敷地面積／1,709㎡
建築面積／780㎡

丹比保育所

日時／3月25日（月）
　　　午前１１時２０分～

■ 閉所式 ■

保護者から一言
地域の皆様に見守られ、多くの
子どもたちが楽しくすごした丹
比保育所が、ついに閉所の日
を迎えることになりました。親
子2代で通った丹比保育所、あ
りがとうございました。
　保護者会長　竹内啓治さん

○昭和２５年３月に八東村公民館を借用して開所
○昭和２６年２月に現在の位置の近くに新築
○昭和４９年４月に現在の位置に新築
利用定員／３５名
敷地面積／2,481㎡
建築面積／463㎡

八東保育所

日時／3月25日（月）
　　　午前１０時３０分～

■ 閉所式 ■

保護者から一言
先生や地域の皆様のおかげ
で、子どもたちは、保育所に通
うのを楽しみに生活を送ること
ができました。ありがとうござ
いました。
　保護者会長　村瀬貴之さん

○昭和３３年４月に新築開所
○昭和５３年１２月に現在の建物を新築
利用定員／４５名
鉄筋コンクリート造平屋建
敷地面積／1,761㎡
建築面積／373㎡

安部保育所

日時／３月２５日（月）
　　　午前９時４０分～

■ 閉所式 ■

保護者から一言
温かい先生方、協力的な地域
の皆さまに見守られて、安部
保育所から素敵な園児が育ち
ました。ありがとう！安部保育
所！！
　保護者会長　植木真司さん

新
生「
八
東
保
育
所
」

　
　
　
　 内
覧
会
の
開
催

町
民
課

　☎
76
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投
票
が
で
き
る
人
は
、満
18
歳
以
上（
平
成

13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
、引

き
続
き
３
カ
月
以
上
八
頭
町
に
住
所
の
あ
る

方
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
投
票
所
入
場
券
（
は
が

き
）を
郵
送
し
ま
す
。

　
投
票
日
が
近
づ
い
て
も
投
票
所
入
場
券
が

届
か
な
い
な
ど
、
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
役
場

総
務
課
内
☎
76

－

0
2
0
1
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
当
日
投
票
所
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記
載

し
て
あ
る
投
票
所
で
す
。ま
た
、当
日
投
票
時

間
は
、午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　
当
日
・
期
日
前
投
票
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

投
票
に
行
く
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
送
で

お
配
り
し
て
い
る
投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
で
も
、

投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
は「
白
色
」

で
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は
「
薄
い

黄
色
」で
す
。

　
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
、
鳥
取
県
知

事
の
候
補
者
氏
名
を
、
県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
用
紙
に
は
、
八
頭
郡
選
挙
区
の
鳥
取
県

議
会
議
員
の
候
補
者
氏
名
を
記
入
し
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
７
日（
日
）の
投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
行
え
ま
す
。

【
期
　間
】

　
知
事
選
挙

　
　
３
月
22
日（
金
）〜
４
月
６
日（
土
）

　
県
議
会
議
員
選
挙
　

　
　
３
月
30
日（
土
）〜
４
月
６
日（
土
）

【
時
　間
】

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

【
投
票
所
】

　
　
八
頭
町
役
場
本
庁
舎
、船
岡
庁
舎
、

　
　
八
東
庁
舎

■
事
前
に
期
日
前
投
票
宣
誓
書
に

　ご
記
入
を

　
　
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
「
期
日
前
投

票
宣
誓
書
」を
印
刷
し
て
い
ま
す
。事
前
に

記
入
し
て
期
日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
い
た

だ
く
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
が
で
き

ま
す
。

鳥
取
県
知
事・県
議
会
議
員一般
選
挙

投
票
日
は
４
月
７
日（
日
）

　
鳥
取
県
知
事
及
び
県
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
４
月
７
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。

　
豊
か
で
住
み
よ
い
生
活
を
築
く
に
は
自
分
自
身
が
投
じ
る
１
票
が
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。私
た
ち
有
権
者
は
、

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、棄
権
す
る
こ
と
な
く
清
き
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
用
紙
は
二
種
類

　
身
体
が
不
自
由
な
方
な
ど
、
自
分
で
投
票

用
紙
に
記
入
す
る
事
が
困
難
な
場
合
は
、「
代

理
投
票
」が
で
き
ま
す
の
で
、投
票
所
の
受
付

に
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
事
務
従
事
者
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て

申
し
出
の
と
お
り
、
投
票
用
紙
に
記
入
し
ま

す
。な
お
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
入
院
中
の
方
や
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

所
し
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
の
た
め
に
不
在
者

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。県
が
指
定
し
た
施

設
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
病
院
等

の
施
設
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
や
、
介

護
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
で
、
投
票
所
で

の
投
票
が
困
難
な
場
合
、
自
宅
な
ど
で
郵
送

に
よ
り
投
票
が
行
え
ま
す
が
、
八
頭
町
選
挙

管
理
委
員
会
が
交
付
し
た
郵
便
投
票
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、投
票
日
の

４
日
前（
４
月
３
日
）ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 投

票
で
き
る
人

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

期
日
前
投
票
の
受
付

期
日
前
投
票

当
日
投
票
所・当
日
投
票
時
間

　
投
票
が
で
き
る
人
は
、満
18
歳
以
上（
平
成

13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
、引

き
続
き
３
カ
月
以
上
八
頭
町
に
住
所
の
あ
る

方
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
投
票
所
入
場
券
（
は
が

き
）を
郵
送
し
ま
す
。

　
投
票
日
が
近
づ
い
て
も
投
票
所
入
場
券
が

届
か
な
い
な
ど
、
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
役
場

総
務
課
内
☎
76

－

0
2
0
1
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
当
日
投
票
所
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記
載

し
て
あ
る
投
票
所
で
す
。ま
た
、当
日
投
票
時

間
は
、午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　
当
日
・
期
日
前
投
票
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

投
票
に
行
く
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
送
で

お
配
り
し
て
い
る
投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
で
も
、

投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
は「
白
色
」

で
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は
「
薄
い

黄
色
」で
す
。

　
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
、
鳥
取
県
知

事
の
候
補
者
氏
名
を
、
県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
用
紙
に
は
、
八
頭
郡
選
挙
区
の
鳥
取
県

議
会
議
員
の
候
補
者
氏
名
を
記
入
し
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
７
日（
日
）の
投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
行
え
ま
す
。

【
期
　間
】

　
知
事
選
挙

　
　
３
月
22
日（
金
）〜
４
月
６
日（
土
）

　
県
議
会
議
員
選
挙
　

　
　
３
月
30
日（
土
）〜
４
月
６
日（
土
）

【
時
　間
】

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

【
投
票
所
】

　
　
八
頭
町
役
場
本
庁
舎
、船
岡
庁
舎
、

　
　
八
東
庁
舎

■
事
前
に
期
日
前
投
票
宣
誓
書
に

　ご
記
入
を

　
　
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
「
期
日
前
投

票
宣
誓
書
」を
印
刷
し
て
い
ま
す
。事
前
に

記
入
し
て
期
日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
い
た

だ
く
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
が
で
き

ま
す
。

代
理
投
票

　
身
体
が
不
自
由
な
方
な
ど
、
自
分
で
投
票

用
紙
に
記
入
す
る
事
が
困
難
な
場
合
は
、「
代

理
投
票
」が
で
き
ま
す
の
で
、投
票
所
の
受
付

に
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
事
務
従
事
者
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て

申
し
出
の
と
お
り
、
投
票
用
紙
に
記
入
し
ま

す
。な
お
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
入
院
中
の
方
や
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

所
し
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
の
た
め
に
不
在
者

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。県
が
指
定
し
た
施

設
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
病
院
等

の
施
設
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
や
、
介

護
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
で
、
投
票
所
で

の
投
票
が
困
難
な
場
合
、
自
宅
な
ど
で
郵
送

に
よ
り
投
票
が
行
え
ま
す
が
、
八
頭
町
選
挙

管
理
委
員
会
が
交
付
し
た
郵
便
投
票
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、投
票
日
の

４
日
前（
４
月
３
日
）ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 不

在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

八
頭
町
選
挙
管
理
委
員
会（
役
場
総
務
課
内
）
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投票所一覧
投　票　区 施 設 の 名 称 投票区域（集落）名称

第１投票区 上私都地区福祉施設 姫路、明辺、落岩、山志谷、麻生、福地、野町

第２投票区 中私都地区福祉施設
（旧中私都保育所）

東市場、覚王寺、市場、上津黒、下津黒、別府、
篠波

第３投票区 下私都地区福祉施設
（旧下私都保育所）

奥山上、口山上、上峰寺、下峰寺、延命寺、上大
坪、下大坪、山田、山路、花原

第４投票区 東郡家地区福祉施設
（旧たから保育所） 井古、稲荷、下坂、宝、若葉、堀越

第５投票区 郡家保健センター
奥谷、下門尾、フローラル、門尾、宮谷、つつみヶ
丘、カーサこおげ、ドミールこおげ、福本、賀茂町、
郡家東 1･2 班

第６投票区 郡家体育館
郡家東 3･4 班、郡家中、郡家西、郡家北、南ヶ丘、
天王木、さつきヶ丘、すくも塚、さくら台、はな
さき台

第７投票区 国中活性化施設
池田、久能寺、緑ヶ丘、万代寺、上万代寺、石田
百井、土師百井、土師百井二、米岡、国中一区、
国中二区

第８投票区 子育て支援センター
（旧大御門保育所） 西御門、市谷、郡家殿、花、大門

第９投票区 船岡地区公民館 下町、坂町上、坂町下、上町、下濃、坂田、丸山、
薬師、破岩、新庄

第１０投票区 旧隼小学校体育館 隼郡家、福井、隼福、見槻中、上野上、上野

第１１投票区 見槻集会所 西谷、見槻、志子部

第１２投票区 済美地区福祉施設
（旧済美児童館） 船岡殿、水口、塩上

第１３投票区 下野生活改善センター 下野、橋本、大江

第１４投票区 安部地区公民館 上日下部、下日下部、安井宿、桜ヶ丘、新興寺、
小別府

第１５投票区 中央人権啓発センター
（八東地区公民館）

東一、東二、才代一、才代二、才代団地、茂田、
横田、竹市、鍛冶屋、小畑団地、三山口、三浦、
岩渕、佐崎、清徳、茂谷、奥野

第１６投票区 男女共同参画センター
（八東保健センター） 皆原、上徳丸、下徳丸、重枝、下南

第１７投票区 八東体育文化センター 島、南団地、上南、中南、北山、細見、富枝、日田、
用呂

第１８投票区 細見地区生活改善センター 稗谷、中、志谷
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投
票
が
で
き
る
人
は
、満
18
歳
以
上（
平
成

13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
、引

き
続
き
３
カ
月
以
上
八
頭
町
に
住
所
の
あ
る

方
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
投
票
所
入
場
券
（
は
が

き
）を
郵
送
し
ま
す
。

　
投
票
日
が
近
づ
い
て
も
投
票
所
入
場
券
が

届
か
な
い
な
ど
、
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
役
場

総
務
課
内
☎
76

－

0
2
0
1
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
当
日
投
票
所
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記
載

し
て
あ
る
投
票
所
で
す
。ま
た
、当
日
投
票
時

間
は
、午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　
当
日
・
期
日
前
投
票
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

投
票
に
行
く
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
送
で

お
配
り
し
て
い
る
投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
で
も
、

投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
は「
白
色
」

で
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は
「
薄
い

黄
色
」で
す
。

　
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
、
鳥
取
県
知

事
の
候
補
者
氏
名
を
、
県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
用
紙
に
は
、
八
頭
郡
選
挙
区
の
鳥
取
県

議
会
議
員
の
候
補
者
氏
名
を
記
入
し
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
７
日（
日
）の
投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
行
え
ま
す
。

【
期
　間
】

　
知
事
選
挙

　
　
３
月
22
日（
金
）〜
４
月
６
日（
土
）

　
県
議
会
議
員
選
挙
　

　
　
３
月
30
日（
土
）〜
４
月
６
日（
土
）

【
時
　間
】

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

【
投
票
所
】

　
　
八
頭
町
役
場
本
庁
舎
、船
岡
庁
舎
、

　
　
八
東
庁
舎

■
事
前
に
期
日
前
投
票
宣
誓
書
に

　ご
記
入
を

　
　
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
「
期
日
前
投

票
宣
誓
書
」を
印
刷
し
て
い
ま
す
。事
前
に

記
入
し
て
期
日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
い
た

だ
く
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
が
で
き

ま
す
。

鳥
取
県
知
事・県
議
会
議
員一般
選
挙

投
票
日
は
４
月
７
日（
日
）

　
鳥
取
県
知
事
及
び
県
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
４
月
７
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。

　
豊
か
で
住
み
よ
い
生
活
を
築
く
に
は
自
分
自
身
が
投
じ
る
１
票
が
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。私
た
ち
有
権
者
は
、

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、棄
権
す
る
こ
と
な
く
清
き
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
用
紙
は
二
種
類

　
身
体
が
不
自
由
な
方
な
ど
、
自
分
で
投
票

用
紙
に
記
入
す
る
事
が
困
難
な
場
合
は
、「
代

理
投
票
」が
で
き
ま
す
の
で
、投
票
所
の
受
付

に
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
事
務
従
事
者
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て

申
し
出
の
と
お
り
、
投
票
用
紙
に
記
入
し
ま

す
。な
お
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
入
院
中
の
方
や
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

所
し
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
の
た
め
に
不
在
者

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。県
が
指
定
し
た
施

設
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
病
院
等

の
施
設
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
や
、
介

護
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
で
、
投
票
所
で

の
投
票
が
困
難
な
場
合
、
自
宅
な
ど
で
郵
送

に
よ
り
投
票
が
行
え
ま
す
が
、
八
頭
町
選
挙

管
理
委
員
会
が
交
付
し
た
郵
便
投
票
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、投
票
日
の

４
日
前（
４
月
３
日
）ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 投

票
で
き
る
人

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

期
日
前
投
票
の
受
付

期
日
前
投
票

当
日
投
票
所・当
日
投
票
時
間

　
投
票
が
で
き
る
人
は
、満
18
歳
以
上（
平
成

13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
、引

き
続
き
３
カ
月
以
上
八
頭
町
に
住
所
の
あ
る

方
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
投
票
所
入
場
券
（
は
が

き
）を
郵
送
し
ま
す
。

　
投
票
日
が
近
づ
い
て
も
投
票
所
入
場
券
が

届
か
な
い
な
ど
、
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
役
場

総
務
課
内
☎
76

－

0
2
0
1
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
当
日
投
票
所
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記
載

し
て
あ
る
投
票
所
で
す
。ま
た
、当
日
投
票
時

間
は
、午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　
当
日
・
期
日
前
投
票
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

投
票
に
行
く
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
送
で

お
配
り
し
て
い
る
投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
で
も
、

投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
は「
白
色
」

で
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は
「
薄
い

黄
色
」で
す
。

　
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
、
鳥
取
県
知

事
の
候
補
者
氏
名
を
、
県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
用
紙
に
は
、
八
頭
郡
選
挙
区
の
鳥
取
県

議
会
議
員
の
候
補
者
氏
名
を
記
入
し
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
７
日（
日
）の
投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
行
え
ま
す
。

【
期
　間
】

　
知
事
選
挙

　
　
３
月
22
日（
金
）〜
４
月
６
日（
土
）

　
県
議
会
議
員
選
挙
　

　
　
３
月
30
日（
土
）〜
４
月
６
日（
土
）

【
時
　間
】

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

【
投
票
所
】

　
　
八
頭
町
役
場
本
庁
舎
、船
岡
庁
舎
、

　
　
八
東
庁
舎

■
事
前
に
期
日
前
投
票
宣
誓
書
に

　ご
記
入
を

　
　
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
「
期
日
前
投

票
宣
誓
書
」を
印
刷
し
て
い
ま
す
。事
前
に

記
入
し
て
期
日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
い
た

だ
く
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
が
で
き

ま
す
。

代
理
投
票

　
身
体
が
不
自
由
な
方
な
ど
、
自
分
で
投
票

用
紙
に
記
入
す
る
事
が
困
難
な
場
合
は
、「
代

理
投
票
」が
で
き
ま
す
の
で
、投
票
所
の
受
付

に
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
事
務
従
事
者
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て

申
し
出
の
と
お
り
、
投
票
用
紙
に
記
入
し
ま

す
。な
お
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
入
院
中
の
方
や
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

所
し
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
の
た
め
に
不
在
者

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。県
が
指
定
し
た
施

設
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
病
院
等

の
施
設
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
や
、
介

護
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
で
、
投
票
所
で

の
投
票
が
困
難
な
場
合
、
自
宅
な
ど
で
郵
送

に
よ
り
投
票
が
行
え
ま
す
が
、
八
頭
町
選
挙

管
理
委
員
会
が
交
付
し
た
郵
便
投
票
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、投
票
日
の

４
日
前（
４
月
３
日
）ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 不

在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

八
頭
町
選
挙
管
理
委
員
会（
役
場
総
務
課
内
）
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問
い
合
わ
せ

投票所一覧
投　票　区 施 設 の 名 称 投票区域（集落）名称

第１投票区 上私都地区福祉施設 姫路、明辺、落岩、山志谷、麻生、福地、野町

第２投票区 中私都地区福祉施設
（旧中私都保育所）

東市場、覚王寺、市場、上津黒、下津黒、別府、
篠波

第３投票区 下私都地区福祉施設
（旧下私都保育所）

奥山上、口山上、上峰寺、下峰寺、延命寺、上大
坪、下大坪、山田、山路、花原

第４投票区 東郡家地区福祉施設
（旧たから保育所） 井古、稲荷、下坂、宝、若葉、堀越

第５投票区 郡家保健センター
奥谷、下門尾、フローラル、門尾、宮谷、つつみヶ
丘、カーサこおげ、ドミールこおげ、福本、賀茂町、
郡家東 1･2 班

第６投票区 郡家体育館
郡家東 3･4 班、郡家中、郡家西、郡家北、南ヶ丘、
天王木、さつきヶ丘、すくも塚、さくら台、はな
さき台

第７投票区 国中活性化施設
池田、久能寺、緑ヶ丘、万代寺、上万代寺、石田
百井、土師百井、土師百井二、米岡、国中一区、
国中二区

第８投票区 子育て支援センター
（旧大御門保育所） 西御門、市谷、郡家殿、花、大門

第９投票区 船岡地区公民館 下町、坂町上、坂町下、上町、下濃、坂田、丸山、
薬師、破岩、新庄

第１０投票区 旧隼小学校体育館 隼郡家、福井、隼福、見槻中、上野上、上野

第１１投票区 見槻集会所 西谷、見槻、志子部

第１２投票区 済美地区福祉施設
（旧済美児童館） 船岡殿、水口、塩上

第１３投票区 下野生活改善センター 下野、橋本、大江

第１４投票区 安部地区公民館 上日下部、下日下部、安井宿、桜ヶ丘、新興寺、
小別府

第１５投票区 中央人権啓発センター
（八東地区公民館）

東一、東二、才代一、才代二、才代団地、茂田、
横田、竹市、鍛冶屋、小畑団地、三山口、三浦、
岩渕、佐崎、清徳、茂谷、奥野

第１６投票区 男女共同参画センター
（八東保健センター） 皆原、上徳丸、下徳丸、重枝、下南

第１７投票区 八東体育文化センター 島、南団地、上南、中南、北山、細見、富枝、日田、
用呂

第１８投票区 細見地区生活改善センター 稗谷、中、志谷
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Ｑ
１
　こ
れ
ま
で
経
営
管
理
し
て
き
た

森
林
所
有
者
か
ら
森
林
を
取
り
上
げ
る

の
か
？

Ａ
１
　い
い
え
。現
在
、経
営
管
理
さ
れ

て
い
る
森
林
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、森
林

所
有
者
に
よ
る
経
営
管
理（
森
林
所
有

者
自
ら
が
民
間
事
業
者
に
経
営
委
託
す

る
場
合
を
含
む
）を
支
援
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、取
り
上
げ
る（
経
営
管
理
権

を
設
定
す
る
）こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。新

た
な
制
度
で
は
、現
在
経
営
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
森
林
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

Ｑ
２
　市
町
村
の
方
針
に
森
林
所
有
者

が
同
意
し
な
け
れ
ば
、
強
権
的
に
経
営

管
理
権
が
設
定
さ
れ
る
措
置
な
の
か
？

Ａ
２
　い
い
え
。森
林
所
有
者
の
意
向
を

無
視
し
て
、経
営
管
理
権
を
設
定
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　森
林
所
有
者
が
不
同
意
の
場
合
の
手

続
の
特
例
は
、
森
林
の
経
営
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、森
林
所

有
者
の
意
思
表
示
が
な
い
場
合
な
ど
、

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
行
う
た

め
に
や
む
を
得
ず
、
市
町
村
に
経
営
管

理
権
を
設
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

き
に
措
置
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
３
　乱
伐
が
進
ん
で
、再
造
林・保
育

が
行
わ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ
３
　い
い
え
。経
営
管
理
を
行
う
林
業

経
営
者
は
、伐
採
後
の
植
栽
や
保
育
等

を
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
経

営
者
が
選
定
さ
れ
ま
す
。

　
　ま
た
、
伐
採
後
の
植
栽
や
保
育
等
に

係
る
経
費
を
適
切
に
留
保
し
、
計
画
的

か
つ
確
実
な
伐
採
後
の
植
栽
・
保
育
等

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　※

林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

①

　森
林
所
有
者
に
適
切
な
森
林
の
経
営
管
理
を

促
す
た
め
の
責
務
を
明
確
化

②

　森
林
所
有
者
自
ら
が
森
林
の
経
営
管
理
を
実

行
で
き
な
い
場
合
に
、町
が
森
林
の
権
利（
経
営
管

理
権
）を
受
託

③

　林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、
意
欲
と
能
力
の

あ
る
林
業
経
営
者
に
再
委
託

④

　再
委
託
で
き
な
い
森
林
及
び
再
委
託
に
至
る
ま

で
の
間
の
森
林
は
、町
自
ら
が
経
営
管
理
を
実
施

　新
制
度
の
対
象
森
林
は
、
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
森
林
が
対
象
で
す
。

　ま
ず
は
、順
次
、森
林
所
有
者
の
皆
さ
ま
へ
制
度
の

説
明
会
と
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　今
後
は
、
新
制
度
の
活
用
を
含
め
、
林
業
の
活
性

化
と
森
林
の
適
切
な
管
理
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

森
林
所
有
者
や
林
業
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

産業観光課からのお知らせ  産業観光課からのお知らせ   

新
た
な
森
林
管
理
の
仕
組
み
が
始
ま
り
ま
す
！！

平
成
31
年
４
月
か
ら

　
昨
年
、「
森
林
経
営
管
理
法
」が
制
定
さ
れ
、４
月
１
日
か
ら「
森
林
経
営
管
理
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
目
的
は
、適
切
な
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
を
、意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
や
市
町

村
に
委
ね
、森
林
の
経
営
管
理
を
確
保
し
、林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
の
適
切
な
管
理
に
よ
る
公
益
的
機
能
の
維

持
増
進
の
両
立
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

制
度
概
要

今
後
に
つ
い
て

森
林
経
営
管
理
制
度
　
Ｑ
＆
Ａ

新たな管理システム（森林経営管理制度）とは？

※林野庁ホームページより

問
い
合
わ
せ

日
時

場
所

内
容

産
業
観
光
課
☎
76

－

0
2
0
8

千
代
川
流
域
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
森
で
つ
な
が
る
人
と
モ
ノ
〜

の
開
催
に
つ
い
て

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　お
願
い
し
ま
す

３
月
９
日（
土
）

　
　
　
11
時
〜
15
時
30
分 

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

産
業
観
光
課

届
出
期
間

募
金
期
間

届
出
先

　
平
成
31
年「
緑
の
募
金
」運
動
は
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。こ
の
募
金
は
、緑

豊
か
な
潤
い
の
あ
る
森
林
・
緑
づ
く
り
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。緑
化
推
進
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

産
業
観
光
課

☎
76

－

0
2
0
8

林
地
台
帳
及
び
地
図
の

　
　公
表
と
情
報
提
供
つ
い
て

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
森
林
の
土
地

の
所
有
者
や
林
地
の
境
界
に
関
す
る

情
報
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
林
地
台
帳

及
び
地
図
の
公
表
と
提
供
の
運
用
が

始
ま
り
ま
す
。

　
公
表
と
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

対
象
情
報
の
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
産
業
観
光
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
千
代
川
流
域
の
森
林
資
源
を
将
来

に
わ
た
っ
て
循
環
利
用
し
て
い
く
た

め
に
、
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
基
調
講
演
の
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
等
も
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

森
林
の
土
地
の

　所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

森
林
の
伐
採
及
び
伐
採
後
の

　
　造
林
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
森
林
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
森
林

所
有
者
な
ど
が
森
林
の
立
木
を
伐
採

す
る
場
合
、
事
前
に
伐
採
及
び
伐
採

後
の
造
林
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
平
成
24
年
４
月
以
降
に
森
林
の
土

地
を
取
得
し
た
方
は
、
市
町
村
長
へ

の
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を

新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
の
大

小
に
関
わ
ら
ず
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

基
調
講
演
、
木
の
お
も
ち
ゃ

遊
び
、
木
製
品
展
示
な
ど

伐
採
を
始
め
る
90
日
か

ら
30
日
前
ま
で

春…

３
月
25
日（
月
）〜
５
月
31
日（
金
）

秋…

９
月
１
日（
日
）〜
10
月
31
日（
木
）

産
業
観
光
課

届
出
期
間

届
出
先

土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら
90
日
以
内
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Ｑ
１
　こ
れ
ま
で
経
営
管
理
し
て
き
た

森
林
所
有
者
か
ら
森
林
を
取
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さ
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ど
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よ
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経
営
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所
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）を
支
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す
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こ
と
と
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て
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、取
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経
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を
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）こ
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は
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ま
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ん
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で
は
、現
在
経
営
管
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わ
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森
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れ
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な
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意
向
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も
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で
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が
不
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の
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。
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が
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、再
造
林・保
育

が
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に
放
置
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れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ
３
　い
い
え
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営
管
理
を
行
う
林
業

経
営
者
は
、伐
採
後
の
植
栽
や
保
育
等

を
実
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で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
経

営
者
が
選
定
さ
れ
ま
す
。

　
　ま
た
、
伐
採
後
の
植
栽
や
保
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等
に

係
る
経
費
を
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保
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、
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伐
採
後
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植
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等

を
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と
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に
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切
な
森
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の
経
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管
理
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の
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②

　森
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所
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自
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が
森
林
の
経
営
管
理
を
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行
で
き
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い
場
合
に
、町
が
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利（
経
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管

理
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③

　林
業
経
営
に
適
し
た
森
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は
、
意
欲
と
能
力
の

あ
る
林
業
経
営
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に
再
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④
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託
で
き
な
い
森
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及
び
再
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に
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で
の
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の
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は
、町
自
ら
が
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管
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を
実
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制
度
の
対
象
森
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は
、
経
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管
理
が
行
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れ
て

い
な
い
森
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が
対
象
で
す
。
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ず
は
、順
次
、森
林
所
有
者
の
皆
さ
ま
へ
制
度
の

説
明
会
と
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　今
後
は
、
新
制
度
の
活
用
を
含
め
、
林
業
の
活
性

化
と
森
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の
適
切
な
管
理
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

森
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所
有
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や
林
業
関
係
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の
皆
さ
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の
ご
理
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と
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を
よ
ろ
し
く
お
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し
ま
す
。
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が
始
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定
さ
れ
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１
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経
営
管
理
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
目
的
は
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が
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て
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な
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森
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を
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と
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の
あ
る
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図
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ま
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緑
の
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動
は
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。こ
の
募
金
は
、緑

豊
か
な
潤
い
の
あ
る
森
林
・
緑
づ
く
り
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。緑
化
推
進
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

産
業
観
光
課

☎
76

－

0
2
0
8

林
地
台
帳
及
び
地
図
の

　
　公
表
と
情
報
提
供
つ
い
て

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
森
林
の
土
地

の
所
有
者
や
林
地
の
境
界
に
関
す
る

情
報
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
林
地
台
帳

及
び
地
図
の
公
表
と
提
供
の
運
用
が

始
ま
り
ま
す
。

　
公
表
と
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

対
象
情
報
の
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
産
業
観
光
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
千
代
川
流
域
の
森
林
資
源
を
将
来

に
わ
た
っ
て
循
環
利
用
し
て
い
く
た

め
に
、
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
基
調
講
演
の
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
等
も
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

森
林
の
土
地
の

　所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

森
林
の
伐
採
及
び
伐
採
後
の

　
　造
林
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
森
林
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
森
林

所
有
者
な
ど
が
森
林
の
立
木
を
伐
採

す
る
場
合
、
事
前
に
伐
採
及
び
伐
採

後
の
造
林
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
平
成
24
年
４
月
以
降
に
森
林
の
土

地
を
取
得
し
た
方
は
、
市
町
村
長
へ

の
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を

新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
の
大

小
に
関
わ
ら
ず
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

基
調
講
演
、
木
の
お
も
ち
ゃ

遊
び
、
木
製
品
展
示
な
ど

伐
採
を
始
め
る
90
日
か

ら
30
日
前
ま
で

春…

３
月
25
日（
月
）〜
５
月
31
日（
金
）

秋…

９
月
１
日（
日
）〜
10
月
31
日（
木
）

産
業
観
光
課

届
出
期
間

届
出
先

土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら
90
日
以
内

◆◆YAZU2019. ３9



産業観光課からのお知らせ 産業観光課 ☎76-0208  産業観光課からのお知らせ 産業観光課 ☎76-0208  

東
京
で
学
生
が
八
頭
町
を
PR
！ 

日
本
大
学
文
理
学
部
学
生
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ SALAM

AT“A”
 

東
京
で
八
頭
町
の
特
産
品
を
販
売
す
る
な
ど
、八
頭
町
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
学
生
が
い
る
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。日
本
大
学
文
理
学
部
学
生
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プSALAM

AT “A”

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　Salam

at “A
”

　
　
　（サ
ラ
マ
ッ
ト
エ
ー
）と
は

　
貧
困
が
理
由
で
学
校
に
い
け
な
い
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
カ
ビ
デ
州
の
子
ど
も
へ
の
支
援
活
動

（
募
金
活
動
や
大
学
生
の
奨
学
金
支
援
）等

を
し
て
い
ま
す
。毎
年
、
小
学
生
へ
文
具
や

リ
コ
ー
ダ
ー
・
ピ
ア
ニ
カ
な
ど
を
集
め
て
送

付
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
現

地
訪
問
を
し
て
日
本
文
化
の
紹
介
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
の
交
流
も
続
け
て
い
ま
す
。

Salam
at

＝
あ
り
が
と
う
（
タ
ガ
ロ
グ
語
）

と
、A=Action

、Active

、Advance

あ
り
が
と
う
の
４
つ
の
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　
　八
頭
町
と
の
関
係

　
平
成
25
年
５
月
か
ら
、
山
田
雅
行
さ
ん

（
現
八
頭
町
Ｐ
Ｒ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
紹
介

で
、八
頭
町
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ「
風
の
マ
ル

シェ
」と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　都
内
で
の
販
売
活
動

　
毎
週
土
曜
日
に
東
京
都
渋
谷
区
幡
ヶ
谷

の
六
号
坂
通
り
商
店
街
の一角
で
、
鳥
取
県

産（
主
に
八
頭
町
産
）の
野
菜
や
特
産
品
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
雑
貨
を
販
売
す
る
小
さ
な
マ
ル

シ
ェ“Salam

at !”

を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
様
々
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベン
ト

に
も
出
店
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
お
母
さ
ん
た

ち
に
よ
る
ハン
ド
メ
イ
ド
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
産
コ
ー
ヒ
ー
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

商
品
も
取
り
扱
い
、
販
売
し
た
売
り
上
げ

を
全
額
を
寄
付
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　
　販
売
品
に
は
八
頭
町
の
商
品
も

　
白
ネ
ギ
、エ
リ
ン
ギ
ィ
、
梨（
新
甘
泉
や
二

十
世
紀
）、柿（
輝
太
郎
、西
条
、花
御
所
）、

ハ
ヤ
ブ
サ
イ
ダ
ー
、
大
江
ノ
郷
の
ス
イ
ー
ツ
、

八
頭
町
産
ブ
ラ
ン
ド
米
神
兎
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
　鳥
取
県
で
研
修
を
実
施

　
学
生
の
皆
さ
ん
が
鳥
取
県
の
こ
と
や
生

産
者
の
こ
と
を
知
る
機
会
と
な
る
よ
う
、平

成
25
年
か
ら
年
に一度
学
生
の
皆
さ
ん
が
県

内
で
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
八
頭
町
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

補
助
金
を
活
用
し
、11
月
24
日（
土
）、25
日

（
日
）の
２
日
間
で
研
修
を
実
施
し
、11
名
が

研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
研
修
に
協
力
い
た
だ

き
、
野
菜
や
果
実
の
収
穫
体
験
や
加
工
製

品
の
作
製
体
験
、
工
場
見
学
等
大
変
有
意

義
な
研
修
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
研
修
の一環
と
し
て
11
月
22
日

（
木
）、
郡
家
東
小
学
校
の
６
年
生
へフ
ィ
リ

ピ
ンへ
の
支
援
活
動
や
八
頭
町
と
の
関
わ
り

に
つい
て
の
お
話
す
る
授
業
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
鳥
取
県
と
八
頭
町
を
知
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。今
後
の
活
動
に
生
か
さ

れ
、
八
頭
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

○
農
園
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
ず
っ
と

広
く
て
驚
き
ま
し
た
。

○
本
当
に
自
然
が
気
持
ち
よ
く
て
、

ず
っ
と
こ
こ
に
い
た
い
な
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
初
め
て
来
た
場
所
な
の

に
皆
さ
ん
と
て
も
優
し
く
て
、
温
か

く
て
、
す
ご
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

○
初
め
て
見
た
も
の
が
い
っ
ぱ
い
で
今

ま
で
想
像
で
し
か
な
か
っ
た
も
の
が

自
分
の
も
の
に
な
っ
た
気
が
し
て
、

今
後
の
野
菜
販
売
な
ど
の
活
動
に
自

分
の
経
験
を
生
か
し
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
！ 

○
八
頭
町
の
農
家
の
皆
さ
ん
と
交
流
し

た
こ
と
が
自
分
の
地
元
に
再
び
目
を

向
け
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
地
元
に
就
職
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
就
職
活
動
に
励
み

た
い
で
す
。

○
ご
飯
が
す
ご
く
お
い
し
く
て
、
知
っ

て
い
る
生
産
者
さ
ん
の
ご
飯
を
一
緒

に
食
べ
ら
れ
て
、
そ
の
場
で
お
い
し

い
で
す
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
素
敵

な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が

自
信
を
持
っ
て
お
客
さ
ん
に
こ
の
食

材
は
こ
ん
な
に
手
間
を
か
け
て
作
ら

れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
、
今
回
の

研
修
を
そ
ん
な
土
台
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

○
私
は
大
学
で
福
祉
を
学
ん
で
い
ま

す
。
は
っ
と
う
フ
ル
ー
ツ
観
光
園
で

農
福
連
携
事
業
の
実
施
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
園
で
の

ニ
ー
ズ
と
、
障
が
い
者
の
就
労
ニ
ー

ズ
が
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
、
互
い
に
よ

い
効
果
を
得
て
い
る
素
晴
ら
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
い
ま
し
た
。
な
に

よ
り
、
地
域
の
中
で
色
々
な
人
が
連

携
し
な
が
ら
地
域
の
特
産
物
を
つ

く
っ
て
い
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
。

Salamat"A"のメンバー（研修の様子）

のぼり旗が目印です小学校の授業では大学生の話にみんな興味津々

真剣な表情で説明を聞く学生の皆さん

出荷作業の大変さを実感

参
加
学
生
の
感
想

同
○
研
修
先

　
㈲
北
村
き
の
こ
園

　
隼
Lab.

　
三
木
農
園

　
岡
崎
フ
ァ
ー
ム

　
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場

　
はっ
と
う
フ
ル
ー
ツ
観
光
園

　
　
イ
ッ
ポ
ラ
ボ
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東
京
で
学
生
が
八
頭
町
を
PR
！ 

日
本
大
学
文
理
学
部
学
生
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ SALAM

AT“A”
 

東
京
で
八
頭
町
の
特
産
品
を
販
売
す
る
な
ど
、八
頭
町
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
学
生
が
い
る
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。日
本
大
学
文
理
学
部
学
生
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プSALAM

AT “A”

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　Salam

at “A
”

　
　
　（サ
ラ
マ
ッ
ト
エ
ー
）と
は

　
貧
困
が
理
由
で
学
校
に
い
け
な
い
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
カ
ビ
デ
州
の
子
ど
も
へ
の
支
援
活
動

（
募
金
活
動
や
大
学
生
の
奨
学
金
支
援
）等

を
し
て
い
ま
す
。毎
年
、
小
学
生
へ
文
具
や

リ
コ
ー
ダ
ー
・
ピ
ア
ニ
カ
な
ど
を
集
め
て
送

付
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
現

地
訪
問
を
し
て
日
本
文
化
の
紹
介
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
の
交
流
も
続
け
て
い
ま
す
。

Salam
at

＝
あ
り
が
と
う
（
タ
ガ
ロ
グ
語
）

と
、A=Action

、Active

、Advance

あ
り
が
と
う
の
４
つ
の
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　
　八
頭
町
と
の
関
係

　
平
成
25
年
５
月
か
ら
、
山
田
雅
行
さ
ん

（
現
八
頭
町
Ｐ
Ｒ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
紹
介

で
、八
頭
町
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ「
風
の
マ
ル

シェ
」と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　都
内
で
の
販
売
活
動

　
毎
週
土
曜
日
に
東
京
都
渋
谷
区
幡
ヶ
谷

の
六
号
坂
通
り
商
店
街
の一角
で
、
鳥
取
県

産（
主
に
八
頭
町
産
）の
野
菜
や
特
産
品
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
雑
貨
を
販
売
す
る
小
さ
な
マ
ル

シ
ェ“Salam

at !”

を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
様
々
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベン
ト

に
も
出
店
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
お
母
さ
ん
た

ち
に
よ
る
ハン
ド
メ
イ
ド
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
産
コ
ー
ヒ
ー
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

商
品
も
取
り
扱
い
、
販
売
し
た
売
り
上
げ

を
全
額
を
寄
付
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　
　販
売
品
に
は
八
頭
町
の
商
品
も

　
白
ネ
ギ
、エ
リ
ン
ギ
ィ
、
梨（
新
甘
泉
や
二

十
世
紀
）、柿（
輝
太
郎
、西
条
、花
御
所
）、

ハ
ヤ
ブ
サ
イ
ダ
ー
、
大
江
ノ
郷
の
ス
イ
ー
ツ
、

八
頭
町
産
ブ
ラ
ン
ド
米
神
兎
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
　鳥
取
県
で
研
修
を
実
施

　
学
生
の
皆
さ
ん
が
鳥
取
県
の
こ
と
や
生

産
者
の
こ
と
を
知
る
機
会
と
な
る
よ
う
、平

成
25
年
か
ら
年
に一度
学
生
の
皆
さ
ん
が
県

内
で
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
八
頭
町
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

補
助
金
を
活
用
し
、11
月
24
日（
土
）、25
日

（
日
）の
２
日
間
で
研
修
を
実
施
し
、11
名
が

研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
研
修
に
協
力
い
た
だ

き
、
野
菜
や
果
実
の
収
穫
体
験
や
加
工
製

品
の
作
製
体
験
、
工
場
見
学
等
大
変
有
意

義
な
研
修
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
研
修
の一環
と
し
て
11
月
22
日

（
木
）、
郡
家
東
小
学
校
の
６
年
生
へフ
ィ
リ

ピ
ンへ
の
支
援
活
動
や
八
頭
町
と
の
関
わ
り

に
つい
て
の
お
話
す
る
授
業
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
鳥
取
県
と
八
頭
町
を
知
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。今
後
の
活
動
に
生
か
さ

れ
、
八
頭
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

○
農
園
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
ず
っ
と

広
く
て
驚
き
ま
し
た
。

○
本
当
に
自
然
が
気
持
ち
よ
く
て
、

ず
っ
と
こ
こ
に
い
た
い
な
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
初
め
て
来
た
場
所
な
の

に
皆
さ
ん
と
て
も
優
し
く
て
、
温
か

く
て
、
す
ご
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

○
初
め
て
見
た
も
の
が
い
っ
ぱ
い
で
今

ま
で
想
像
で
し
か
な
か
っ
た
も
の
が

自
分
の
も
の
に
な
っ
た
気
が
し
て
、

今
後
の
野
菜
販
売
な
ど
の
活
動
に
自

分
の
経
験
を
生
か
し
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
！ 

○
八
頭
町
の
農
家
の
皆
さ
ん
と
交
流
し

た
こ
と
が
自
分
の
地
元
に
再
び
目
を

向
け
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
地
元
に
就
職
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
就
職
活
動
に
励
み

た
い
で
す
。

○
ご
飯
が
す
ご
く
お
い
し
く
て
、
知
っ

て
い
る
生
産
者
さ
ん
の
ご
飯
を
一
緒

に
食
べ
ら
れ
て
、
そ
の
場
で
お
い
し

い
で
す
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
素
敵

な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が

自
信
を
持
っ
て
お
客
さ
ん
に
こ
の
食

材
は
こ
ん
な
に
手
間
を
か
け
て
作
ら

れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
、
今
回
の

研
修
を
そ
ん
な
土
台
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

○
私
は
大
学
で
福
祉
を
学
ん
で
い
ま

す
。
は
っ
と
う
フ
ル
ー
ツ
観
光
園
で

農
福
連
携
事
業
の
実
施
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
園
で
の

ニ
ー
ズ
と
、
障
が
い
者
の
就
労
ニ
ー

ズ
が
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
、
互
い
に
よ

い
効
果
を
得
て
い
る
素
晴
ら
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
い
ま
し
た
。
な
に

よ
り
、
地
域
の
中
で
色
々
な
人
が
連

携
し
な
が
ら
地
域
の
特
産
物
を
つ

く
っ
て
い
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
。

Salamat"A"のメンバー（研修の様子）

のぼり旗が目印です小学校の授業では大学生の話にみんな興味津々

真剣な表情で説明を聞く学生の皆さん

出荷作業の大変さを実感

参
加
学
生
の
感
想

同
○
研
修
先

　
㈲
北
村
き
の
こ
園

　
隼
Lab.

　
三
木
農
園

　
岡
崎
フ
ァ
ー
ム

　
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場

　
はっ
と
う
フ
ル
ー
ツ
観
光
園

　
　
イ
ッ
ポ
ラ
ボ
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郡家駅
■八頭町役場

■因幡船岡駅

八頭高校前

大江ノ郷
自然牧場

若桜鉄道

〈走行ルート〉

482

地方創生室　☎ 76-0213問い合わせ

自動運転バスの走行実験を実施します
　八頭町と、ソフトバンク株式会社の子会社である

SBドライブ株式会社は、3月23日から4月5日まで、八

頭町で自動運転バスの実証実験を実施します。

　このたびの実証実験は、平成28年5月23日に八頭

町とSBドライブが締結した、自動運転技術を活用し

たスマートモビリティーサービスの事業化に向けた

連携協定に基づいて実施するものです。実験は、町

営バスが現在運行されているJR郡家駅前から大江

ノ郷自然牧場までの約7.2キロメートルを、実際に運

行中のバスと同じ車種の自動運転車両が自動運転

レベル3で走行し、自動運転バスの社会受容性や地

域内の移動手段としての有用性を検証するほか、実

用化に向けて課題の整理を行います。

　路上駐車は、走行の妨げとなりますのでご
遠慮いただきますようご協力をお願いします。

第１便
第２便
第３便
第４便
第５便
第６便

郡家駅前発
10:22
11:22
13:22
14:22
15:22
16:52

八頭高校前
停車のみ
〃
〃
〃
〃
〃

大江ノ郷着
10:45
11:45
13:45
14:45
15:45
17:15

郡家駅着
11:00
12:00
14:00
15:00
16:00
17:30

郡家駅前　→　大江ノ郷自然牧場
７．２km

行　　程

１日６往復回　　数

開催期間 ３月24日（日）～４月５日（金）
※3月23日（土）10時から郡家駅で出発式を行いま

すが、3月23日は招待客のみの乗車となります。

【走行実験タイムスケジュール】３月24日～４月５日

〈公募により当選された方のみ試乗いただけます〉

保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

ご
存
知
で
す
か
？

　
　成
年
後
見
制
度

　平成 31 年度から八頭町国保の人間ドック対象者は下記のとおりになります。

　　　　　　　　　 翌年３月 31 日

　　　　　　　　　 40 歳から 74 歳までの偶数年齢の方

　　　　　　　　　 40、44、48、52、56、60、64、68、72 歳の方

　詳しい内容については広報やず４月号でご案内いたします。

法
定
後
見
制
度

対象年齢基準日

人間ドック対象者

脳ドック対象者

■
成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
　

　
私
た
ち
は
普
段
か
ら
店
で
商
品
を
購
入

し
た
り
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
運
賃
を
支

払
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
契
約

行
為
に
当
た
り
、
私
た
ち
は
契
約
が
当
た

り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
社
会
に
生
き
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
様
々
な
理
由
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
一
人
で

契
約
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不

十
分
な
方
々
を
守
り
、
本
人
の
意
志
を
尊

重
し
た
支
援
を
行
う
の
が
成
年
後
見
制
度

で
す
。〝
後
見
〞と
は「
う
し
ろ
だ
て
と
な
っ

て
陰
で
支
え
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

本
人
が
望
む
生
活
を
実
現
し
援
助
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　■
成
年
後
見
制
度
に
は

　ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
？

　　
成
年
後
見
制
度
を
大
き
く
分
け
る
と
任

意
後
見
制
度
と
法
定
後
見
制
度
の
２
つ
が

あ
り
ま
す
。

　
任
意
後
見
制
度
は
、
本
人
に
十
分
な
判

断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
将
来
判
断
能
力

が
不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
備
え

て
、
あ
ら
か
じ
め
自
ら
が
選
ん
だ
代
理
人

（
任
意
後
見
人
）
に
代
わ
り
の
権
限
（
代

理
権
）
を
与
え
る
契
約
を
公
証
人
の
作
成

す
る
公
正
証
書
に
よ
っ
て
結
ん
で
お
く
も

の
で
す
。

　
法
定
後
見
制
度
は
、
本
人
の
判
断
能
力

に
応
じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の

３
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
、
家
庭
裁
判
所

が
援
助
者
で
あ
る
成
年
後
見
人
等
（
後
見

人
、
保
佐
人
、
補
助
人
）
を
選
任
し
ま
す
。

成
年
後
見
人
等
が
行
う
支
援
の
内
容
は
、

３
つ
の
類
型
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

主
に
次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

＊
財
産
管
理…

本
人
の
預
貯
金
の
管
理
、

不
動
産
の
処
分
、
遺
産
分
割
協
議
等
、

財
産
に
関
す
る
契
約
等

＊
身
上
監
護…

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
や
施
設
の
入
退
所
の
手
続
き
や
費

用
の
支
払
い
、
日
常
生
活
に
関
わ
る
契

約
等

■
成
年
後
見
制
度
は
自
分
ら
し
く

　生
き
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
す

　
成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
十
分

で
な
い
方
の
保
護
を
図
り
つ
つ
自
己
決
定

権
の
尊
重
、
有
存
能
力
の
活
用
を
そ
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
成
年
後

見
人
が
選
ば
れ
た
と
し
て
も
買
い
物
を
し

た
り
、
ど
こ
か
へ
出
か
け
た
り
す
る
等
の

日
常
生
活
に
必
要
な
範
囲
の
行
為
は
本
人

が
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
判
断
能
力
が
低
下
し
た
と
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
暮
ら
し
続
け
て
き
た
地
域
で
の

生
活
を
継
続
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

く
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
成
年
後

見
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
72

－

3
5
7
4

問
い
合
わ
せ

八頭町国民健康保険の人間ドックの対象が変わります！！

任
意
後
見
制
度
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郡家駅
■八頭町役場

■因幡船岡駅

八頭高校前

大江ノ郷
自然牧場

若桜鉄道

〈走行ルート〉

482

地方創生室　☎ 76-0213問い合わせ

自動運転バスの走行実験を実施します
　八頭町と、ソフトバンク株式会社の子会社である

SBドライブ株式会社は、3月23日から4月5日まで、八

頭町で自動運転バスの実証実験を実施します。

　このたびの実証実験は、平成28年5月23日に八頭

町とSBドライブが締結した、自動運転技術を活用し

たスマートモビリティーサービスの事業化に向けた

連携協定に基づいて実施するものです。実験は、町

営バスが現在運行されているJR郡家駅前から大江

ノ郷自然牧場までの約7.2キロメートルを、実際に運

行中のバスと同じ車種の自動運転車両が自動運転

レベル3で走行し、自動運転バスの社会受容性や地

域内の移動手段としての有用性を検証するほか、実

用化に向けて課題の整理を行います。

　路上駐車は、走行の妨げとなりますのでご
遠慮いただきますようご協力をお願いします。

第１便
第２便
第３便
第４便
第５便
第６便

郡家駅前発
10:22
11:22
13:22
14:22
15:22
16:52

八頭高校前
停車のみ
〃
〃
〃
〃
〃

大江ノ郷着
10:45
11:45
13:45
14:45
15:45
17:15

郡家駅着
11:00
12:00
14:00
15:00
16:00
17:30

郡家駅前　→　大江ノ郷自然牧場
７．２km

行　　程

１日６往復回　　数

開催期間 ３月24日（日）～４月５日（金）
※3月23日（土）10時から郡家駅で出発式を行いま

すが、3月23日は招待客のみの乗車となります。

【走行実験タイムスケジュール】３月24日～４月５日

〈公募により当選された方のみ試乗いただけます〉

保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

ご
存
知
で
す
か
？

　
　成
年
後
見
制
度

　平成 31 年度から八頭町国保の人間ドック対象者は下記のとおりになります。

　　　　　　　　　 翌年３月 31 日

　　　　　　　　　 40 歳から 74 歳までの偶数年齢の方

　　　　　　　　　 40、44、48、52、56、60、64、68、72 歳の方

　詳しい内容については広報やず４月号でご案内いたします。

法
定
後
見
制
度

対象年齢基準日

人間ドック対象者

脳ドック対象者

■
成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
　

　
私
た
ち
は
普
段
か
ら
店
で
商
品
を
購
入

し
た
り
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
運
賃
を
支

払
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
契
約

行
為
に
当
た
り
、
私
た
ち
は
契
約
が
当
た

り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
社
会
に
生
き
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
様
々
な
理
由
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
一
人
で

契
約
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不

十
分
な
方
々
を
守
り
、
本
人
の
意
志
を
尊

重
し
た
支
援
を
行
う
の
が
成
年
後
見
制
度

で
す
。〝
後
見
〞と
は「
う
し
ろ
だ
て
と
な
っ

て
陰
で
支
え
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

本
人
が
望
む
生
活
を
実
現
し
援
助
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　■
成
年
後
見
制
度
に
は

　ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
？

　　
成
年
後
見
制
度
を
大
き
く
分
け
る
と
任

意
後
見
制
度
と
法
定
後
見
制
度
の
２
つ
が

あ
り
ま
す
。

　
任
意
後
見
制
度
は
、
本
人
に
十
分
な
判

断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
将
来
判
断
能
力

が
不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
備
え

て
、
あ
ら
か
じ
め
自
ら
が
選
ん
だ
代
理
人

（
任
意
後
見
人
）
に
代
わ
り
の
権
限
（
代

理
権
）
を
与
え
る
契
約
を
公
証
人
の
作
成

す
る
公
正
証
書
に
よ
っ
て
結
ん
で
お
く
も

の
で
す
。

　
法
定
後
見
制
度
は
、
本
人
の
判
断
能
力

に
応
じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の

３
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
、
家
庭
裁
判
所

が
援
助
者
で
あ
る
成
年
後
見
人
等
（
後
見

人
、
保
佐
人
、
補
助
人
）
を
選
任
し
ま
す
。

成
年
後
見
人
等
が
行
う
支
援
の
内
容
は
、

３
つ
の
類
型
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

主
に
次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

＊
財
産
管
理…

本
人
の
預
貯
金
の
管
理
、

不
動
産
の
処
分
、
遺
産
分
割
協
議
等
、

財
産
に
関
す
る
契
約
等

＊
身
上
監
護…

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
や
施
設
の
入
退
所
の
手
続
き
や
費

用
の
支
払
い
、
日
常
生
活
に
関
わ
る
契

約
等

■
成
年
後
見
制
度
は
自
分
ら
し
く

　生
き
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
す

　
成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
十
分

で
な
い
方
の
保
護
を
図
り
つ
つ
自
己
決
定

権
の
尊
重
、
有
存
能
力
の
活
用
を
そ
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
成
年
後

見
人
が
選
ば
れ
た
と
し
て
も
買
い
物
を
し

た
り
、
ど
こ
か
へ
出
か
け
た
り
す
る
等
の

日
常
生
活
に
必
要
な
範
囲
の
行
為
は
本
人

が
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
判
断
能
力
が
低
下
し
た
と
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
暮
ら
し
続
け
て
き
た
地
域
で
の

生
活
を
継
続
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

く
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
成
年
後

見
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
72

－

3
5
7
4

問
い
合
わ
せ

八頭町国民健康保険の人間ドックの対象が変わります！！

任
意
後
見
制
度
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保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

問い合わせ

日　　時

場　　所

受　　付

内　　容

保健課 ☎72-3566

今月の健康相談のご案内
３月４日（月） 

上記の健康相談日以外にも健康相談をお受け
します。お気軽にお問い合わせください。

八東保健センター

９：30～10：30

健康相談・栄養相談

ゲートキーパーとは

　自殺は、自由な意思や選択の結果ではなく、経済・生活問題、人間関係、健康問題、家庭問題など様々
な悩みにより心理的に追い詰められた末の死といわれています。
　自殺を図った人の3/4に何らかの精神障がいがあり、約半数がうつ状態にあったといわれています。そ
のうち3/4の人は治療していなかったそうです。早くうつに気づいて、適切な治療や関わりを行うことに
よって自殺を防ぐことができると考えられています。
出典：自殺の危険因子としての精神障害 生命的危険性の高い企図手段をもちいた自殺失敗者の診断学的検討　飛鳥井望

　悩んでいる人やうつ状態にある人に気づき、
声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、
見守る人のことを言います。普段の生活にゲー
トキーパーの視点を取り入れることで、誰でも
なることができ、身近な人のちょっとした変化に
も気づけるかもしれません。私たち一人ひとりが
ゲートキーパーになることで、自殺を防ぐ一歩
になります。
　保健課では、健康相談や、悩みや不安を抱え
た人などを支援するために、まわりの人が身近
な支援者となっていけるよう研修会を行ってい
ます。
　身近な人のうつのサインに気づき、寄り添い、
必要に応じて相談先へ繋ぎましょう。

うつのサイン
　気分が沈む、涙もろくなる、不安、自分を責め
る、やる気が出ない、集中力・行動力・決断力の
低下、食欲が出ない、
眠れない、死にたく
なる、など

３月は、自殺対策強化月間です。
～みんなで取り組もう「いのち支えるゲートキーパー」～

【相談窓口】
■平日8：30～17：15
　八頭町役場　保健課 ☎72-3566
　鳥取県立精神保健福祉センター
 ☎0857-21-3031
　鳥取市保健所 ☎0857-22-5616
■毎日３６５日　正午～２１時
　鳥取いのちの電話 ☎0857-21-4343
■毎月１０日　８時～翌日８時
　自殺予防いのちの電話（無料）
 ☎0120-783-556

気づき

八頭町全血献血（400ml）協力のお願い
　みなさまの善意による無償の献血が、尊い命
を救います。八頭町では次の日程で献血を行い
ますので、ご協力をお願いします。
献血日程（400ml全血献血）

 9：30 ～ 11：00
13：00 ～ 14：30
15：30 ～ 17：00

船岡地区公民館
八頭町役場　本庁舎
郡家警察署

平成31年3月12日(火)
献血会場受付時間

家族や仲間の変化に
気づいて、声をかける

傾聴
本人の気持ちを尊重し、
耳を傾ける

つなぎ
早めに専門家に
相談するよう促す

見守り
温かく寄り添いながら、
じっくりと見守る

保 健 課 だ よ り 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

３月の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象
4 月 健康相談 （受付）  9：30～10：30 八 東 保 健 セ ンター 一般

6 水 さわやか体操教室 （１部）  9：45～10：45
（２部）10：45～11：45 郡 家 保 健 セ ンター （１部）64歳以下

（２部）65歳以上

7 木
水中運動教室 （１部）  9：45～10：30

（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

５歳児健康診査 通知でお知らせします 郡 家 保 健 セ ンター H26.1.19～H26.4.1生
12 火 ゆるやか体操教室 14：00～15：00 八 東 保 健 セ ンター 一般

14 木
水中運動教室 （１部）  9：45～10：30

（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

３歳児健康診査 （受付）12：30～12：45 郡 家 保 健 セ ンター H28.1.11～H28.3.14生

15 金 離乳食講習会 （受付）  9：15～
9：30～11：30 郡 家 保 健 セ ンター H30.4.26～H30.6.15生

H30.10.15～H30.11.25生

18 月 認知症の人と家族のつどい 13：30～15：30 郡 家 保 健 セ ン タ ー 認知症の方を介護している
家族の方など

19 火 ６か月児健康診査 （受付）12：45～13：00 郡 家 保 健 セ ン タ ー H30.8.1～H30.9.19生
20 水 さわやか体操教室 10：45～11：45 船 岡 保 健 セ ンター 一般
22 金 ２か月児育児相談 13：30～15：00 郡 家 保 健 セ ン タ ー H30.12.23～H31.1.22生
26 火 ゆるやか体操教室 10：45～11：45 郡 家 保 健 セ ンター 一般

28 木 水中運動教室 （１部）  9：45～10：30
（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下

（２部）65歳以上

～地域につなげよう食育の輪～ 食生活改善推進員の活動紹介
　食生活改善推進員は、食を通じた健康づくりや食育についてのボランティア活動をしています。
八頭町では131人が活動しており、地域へ健康づくりの輪を広げています。今年度に実施した主な
活動を紹介します。

　その他にも各地域で食生活に関わる活動を行っています。食べることは生きることの基本です。一人
の力だけでは継続しにくい健康づくりを、地域で一緒に取り組んでいきましょう。

１．食生活改善料理講習会
　　地域のサロンや婦人会、まちづくりカフェなどで講話と調理実習を行い、減塩を心がけることや野菜

を積極的に食べることの大切さを話し合いました。この講習会の参加者だけでなく、各家庭へ伝えられ
ほかの家族へ広まっていくことで、地域全体の健康づくりの底上げにつながっていきます。
２．「食育の日」
 　毎月19日の「食育の日」をＰＲするため、保育所の児童の保護者に

対して呼びかけを行いました。家族そろって食卓を囲むことや、「いた
だきます」「ごちそうさま」のあいさつをすることなど、家庭でできる食
育について伝えました。
３．うす味の意識づけ
　　家庭から持参したみそ汁の塩分濃度測定や、イベント会場でみ

そ汁の試飲を実施し家庭の味と比べてもらったことにより、うす味
の意識づけを行いました。濃い味付けを好む場合、食塩のとり過ぎ
につながることなどを説明しながら、普段からうす味に慣れていく
ことの大切さを伝えました。 ＰＲ活動の様子
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保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

問い合わせ

日　　時

場　　所

受　　付

内　　容

保健課 ☎72-3566

今月の健康相談のご案内
３月４日（月） 

上記の健康相談日以外にも健康相談をお受け
します。お気軽にお問い合わせください。

八東保健センター

９：30～10：30

健康相談・栄養相談

ゲートキーパーとは

　自殺は、自由な意思や選択の結果ではなく、経済・生活問題、人間関係、健康問題、家庭問題など様々
な悩みにより心理的に追い詰められた末の死といわれています。
　自殺を図った人の3/4に何らかの精神障がいがあり、約半数がうつ状態にあったといわれています。そ
のうち3/4の人は治療していなかったそうです。早くうつに気づいて、適切な治療や関わりを行うことに
よって自殺を防ぐことができると考えられています。
出典：自殺の危険因子としての精神障害 生命的危険性の高い企図手段をもちいた自殺失敗者の診断学的検討　飛鳥井望

　悩んでいる人やうつ状態にある人に気づき、
声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、
見守る人のことを言います。普段の生活にゲー
トキーパーの視点を取り入れることで、誰でも
なることができ、身近な人のちょっとした変化に
も気づけるかもしれません。私たち一人ひとりが
ゲートキーパーになることで、自殺を防ぐ一歩
になります。
　保健課では、健康相談や、悩みや不安を抱え
た人などを支援するために、まわりの人が身近
な支援者となっていけるよう研修会を行ってい
ます。
　身近な人のうつのサインに気づき、寄り添い、
必要に応じて相談先へ繋ぎましょう。

うつのサイン
　気分が沈む、涙もろくなる、不安、自分を責め
る、やる気が出ない、集中力・行動力・決断力の
低下、食欲が出ない、
眠れない、死にたく
なる、など

３月は、自殺対策強化月間です。
～みんなで取り組もう「いのち支えるゲートキーパー」～

【相談窓口】
■平日8：30～17：15
　八頭町役場　保健課 ☎72-3566
　鳥取県立精神保健福祉センター
 ☎0857-21-3031
　鳥取市保健所 ☎0857-22-5616
■毎日３６５日　正午～２１時
　鳥取いのちの電話 ☎0857-21-4343
■毎月１０日　８時～翌日８時
　自殺予防いのちの電話（無料）
 ☎0120-783-556

気づき

八頭町全血献血（400ml）協力のお願い
　みなさまの善意による無償の献血が、尊い命
を救います。八頭町では次の日程で献血を行い
ますので、ご協力をお願いします。
献血日程（400ml全血献血）

 9：30 ～ 11：00
13：00 ～ 14：30
15：30 ～ 17：00

船岡地区公民館
八頭町役場　本庁舎
郡家警察署

平成31年3月12日(火)
献血会場受付時間

家族や仲間の変化に
気づいて、声をかける

傾聴
本人の気持ちを尊重し、
耳を傾ける

つなぎ
早めに専門家に
相談するよう促す

見守り
温かく寄り添いながら、
じっくりと見守る

保 健 課 だ よ り 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

３月の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象
4 月 健康相談 （受付）  9：30～10：30 八 東 保 健 セ ンター 一般

6 水 さわやか体操教室 （１部）  9：45～10：45
（２部）10：45～11：45 郡 家 保 健 セ ンター （１部）64歳以下

（２部）65歳以上

7 木
水中運動教室 （１部）  9：45～10：30

（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

５歳児健康診査 通知でお知らせします 郡 家 保 健 セ ンター H26.1.19～H26.4.1生
12 火 ゆるやか体操教室 14：00～15：00 八 東 保 健 セ ンター 一般

14 木
水中運動教室 （１部）  9：45～10：30

（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

３歳児健康診査 （受付）12：30～12：45 郡 家 保 健 セ ンター H28.1.11～H28.3.14生

15 金 離乳食講習会 （受付）  9：15～
9：30～11：30 郡 家 保 健 セ ンター H30.4.26～H30.6.15生

H30.10.15～H30.11.25生

18 月 認知症の人と家族のつどい 13：30～15：30 郡 家 保 健 セ ン タ ー 認知症の方を介護している
家族の方など

19 火 ６か月児健康診査 （受付）12：45～13：00 郡 家 保 健 セ ン タ ー H30.8.1～H30.9.19生
20 水 さわやか体操教室 10：45～11：45 船 岡 保 健 セ ンター 一般
22 金 ２か月児育児相談 13：30～15：00 郡 家 保 健 セ ン タ ー H30.12.23～H31.1.22生
26 火 ゆるやか体操教室 10：45～11：45 郡 家 保 健 セ ンター 一般

28 木 水中運動教室 （１部）  9：45～10：30
（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下

（２部）65歳以上

～地域につなげよう食育の輪～ 食生活改善推進員の活動紹介
　食生活改善推進員は、食を通じた健康づくりや食育についてのボランティア活動をしています。
八頭町では131人が活動しており、地域へ健康づくりの輪を広げています。今年度に実施した主な
活動を紹介します。

　その他にも各地域で食生活に関わる活動を行っています。食べることは生きることの基本です。一人
の力だけでは継続しにくい健康づくりを、地域で一緒に取り組んでいきましょう。

１．食生活改善料理講習会
　　地域のサロンや婦人会、まちづくりカフェなどで講話と調理実習を行い、減塩を心がけることや野菜

を積極的に食べることの大切さを話し合いました。この講習会の参加者だけでなく、各家庭へ伝えられ
ほかの家族へ広まっていくことで、地域全体の健康づくりの底上げにつながっていきます。
２．「食育の日」
 　毎月19日の「食育の日」をＰＲするため、保育所の児童の保護者に

対して呼びかけを行いました。家族そろって食卓を囲むことや、「いた
だきます」「ごちそうさま」のあいさつをすることなど、家庭でできる食
育について伝えました。
３．うす味の意識づけ
　　家庭から持参したみそ汁の塩分濃度測定や、イベント会場でみ

そ汁の試飲を実施し家庭の味と比べてもらったことにより、うす味
の意識づけを行いました。濃い味付けを好む場合、食塩のとり過ぎ
につながることなどを説明しながら、普段からうす味に慣れていく
ことの大切さを伝えました。 ＰＲ活動の様子
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協
定
は
、天
満
屋
ス
ト
ア
が
、29
年
７
月

か
ら
始
め
た
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
の

販
売
業
務
中
に
、
住
民
の
日
常
生
活
の
異

常
や
異
変
と
思
わ
れ
る
状
況
を
発
見
し
た

場
合
に
、
行
政
や
警
察
、
消
防
に
通
報
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。同
社
の
赤
木
営
業
本
部

副
部
長
は
「
地
域
に
根
差
し
た
営
業
の
中

で
、
地
域
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
」と
語
ら

れ
、
田
町
長
は
、「
高
齢
者
の
見
守
り
は

大
き
な
課
題
で
、
中
山
間
地
域
の
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
素
晴
ら
し

い
事
業
」と
見
守
り
の
効
果
を
期
待
し
ま
し

た
。

　
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
は
、八
頭
町
だ

け
で
な
く
若
桜
町
や
智
頭
町
、
鳥
取
市
の
一

部
地
域
で
営
業
し
て
い
ま
す
。八
頭
町
で
は

16
集
落（
31
年
１
月
末
現
在
）を
毎
週
水
・

木
・
金
曜
日
に
巡
回
し
て
お
り
、
販
売
車

に
は
、冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
が
積
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
新
鮮
な
刺
身
や
寿
司
、
惣
菜
、
お

肉
、野
菜
、果
物
、パ
ン
、お
菓
子
、冷
凍
食

品
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
乾
電
池
、
文
房
具

ま
で
約
３
０
０
品
目
を
搭
載
し
、無
い
も
の

が
あ
れ
ば
翌
週
に
は
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
販
売
員
の
濱
本
泉
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り

に
お
名
前
で
声
掛
け
を
し
、商
品
の
説
明
や

暮
ら
し
の
情
報
ま
で
気
さ
く
に
会
話
を
し

て
い
ま
す
。「
♪
と
く 

と
く 

と
〜
く 

と
く

し
丸
♬
」
の
メ
ロ
デ
ィ
を
聞
い
て
高
齢
の
方

た
ち
が
集
ま
り
ま
す
が
、姿
が
見
え
な
い
会

員
の
お
宅
に
は
声
掛
け
に
行
き
、怪
我
な
ど

で
家
か
ら
動
け
な
い
方
の
お
宅
に
は
注
文

さ
れ
た
品
物
を
届
け
に
行
き
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、「
家
の
近
く
ま
で

来
て
も
ら
え
る
の
で
、
助
か
る
」「
見
て
買
え

る
の
が
良
い
」と
言
い
ま
す
。

移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
で
買
物
と
見
守
り
を
支
援

天
満
屋
ス
ト
ア
と

高
齢
者
の
見
守
り
協
定
を
締
結

天
満
屋
ス
ト
ア
と

高
齢
者
の
見
守
り
協
定
を
締
結

　
中
山
間
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
な
ど
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、八

頭
町
で
ス
ー
パ
ー
を
展
開
す
る
株
式
会
社
天
満
屋
ス
ト
ア（
本
社
：
岡
山
市
）と
鳥

取
市
、八
頭
町
、若
桜
町
、智
頭
町
お
よ
び
鳥
取
県
は
中
山
間
集
落
見
守
り
活
動

協
定
を
１
月
31
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

福祉課だより 生活支援係 ☎72-3581　母子父子支援係 ☎72-3583
地域福祉係 ☎72-3586　障がい福祉係 ☎72-3590 ／ FAX 72-3565

訪問時間（予定）
【水曜日】

　10:10 久能寺→10:45 新興寺（2ヶ所）→11:30 横田→11:50 才代（2ヶ所）→
　12:45 岩淵→13:05 下徳丸→13:15 島→13:30 中南→14:00 日田（2ヶ所） →
　若桜町内→16:40 見槻中
【木曜日】

　17:00 下津黒→17:15 市場
【金曜日】

　10:10 宮谷→10:20 郡家（2ヶ所） →10:55 土師百井→11:20 石田百井→
　11:45 破岩

※販売日時は、変更となることがあります。販売場所など詳しくは、販売担当
濱本（携帯090-8568-1491）さんへお電話ください。

　お一人でも会員登録は可能です。お気軽にお申し込みください。

左から谷口東部振興監（鳥取県）、赤木副本部長（天満屋ストア）、田町長（八頭町）

高齢者宅に注文の品をお届け

軽トラに300品目!  家の前で見て買える

町民課からのお知らせ 町民課 ☎76-0205　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222

育
児
支
援
会
員
を
募
集

！！

〜
病
気
や
け
が
な
ど
で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
ら
〜

ご
存
知
で
す
か
？ 
障
害
年
金

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
地

域
に
お
い
て
、
育
児
支
援
を
受
け
た
い
人

と
行
い
た
い
人
が
会
員
と
な
り
、
育
児
に

つ
い
て
助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。

　
現
在
、
育
児
支
援
会
員
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

・
保
育
施
設
の
開
始
前
や
終
了
後
の
子
ど

も
の
預
か
り
。

・
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
。 

・
冠
婚
葬
祭
や
ほ
か
の
子
ど
も
の
学
校
行

事
の
際
の
、
子
ど
も
の
預
か
り
。

   ・
会
員
登
録
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
。

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
登
録
し
て
い
る
育

児
支
援
を
行
い
た
い
会
員
（
提
供
会

員
）
の
中
か
ら
預
か
っ
て
く
れ
る
人
を

探
し
ま
す
。

・
提
供
会
員
と
育
児
支
援
を
受
け
た
い
会

員
（
依
頼
会
員
）
は
、
時
間
や
場
所
な

ど
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
子
ど

も
を
預
け
ま
す
。

・
依
頼
会
員
は
、
規
定
の
報
酬
と
実
費
を

提
供
会
員
に
支
払
い
ま
す
。 

　
障
害
基
礎
年
金
は
、国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
間（
過
去
に
被
保
険
者
で
あ
っ
た

人
で
、日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人
を
含
む
）に
病
気
や
け
が
で

一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
20
歳
前（
国
民
年
金
に
加
入
す
る
前
）の

病
気
や
け
が
で
障
が
い
者
に
な
っ
た
場
合

も
、20
歳
に
な
れ
ば
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

①
初
診
日
に
国
民
年
金
に
入
っ
て
い
た
人

・
医
師
の
診
療
を
初
め
て
受
け
た
日
に
国

民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

・
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
60
〜
65
歳

未
満
の
国
内
在
住
の
人

・
20
歳
未
満
に
病
気
や
け
が
等
で
障
が
い

者
に
な
っ
た
人

②
初
診
日
の
前
日
ま
で
に
次
の
い
ず
れ
か

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

・
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
加

入
期
間
の
う
ち
、
全
体
の
３
分
の
２
以

上
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人
（
免

除
・
猶
予
を
受
け
て
い
た
期
間
も
含

む
）

・
初
診
日
に
65
歳
未
満
で
あ
り
、
初
診
日

の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に

保
険
料
の
未
納
の
な
い
人

※

20
歳
前
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
期
間
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、
納

付
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
一
定
以
上
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
人

　
国
民
年
金
の
障
害
等
級
表
の
１
級
・
２

級
に
あ
た
る
障
が
い
が
あ
る
人
。

※

障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
平
成
30
年
度
・
年
額

障
害
等
級
　
１
級
：
97
万
４
１
２
５
円

　
　
　
　
　
２
級
：
77
万
９
３
０
０
円

　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
、18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
場

合
に
は
年
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
２
人
目
ま
で
：

　
　
　
年
額
22
万
４
３
０
０
円
／
人

　
３
人
目
以
上
：

　
　
　
年
額
７
万
４
８
０
０
円
／
人

援
助
内
容

年 

金 

額

加 

算 

額

シ
ス
テ
ム

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
る
条
件

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　   

☎
76

－

7
0
2
0

問
い
合
わ
せ

鳥
取
年
金
事
務
所

　
☎
0
8
5
7

－

27

－

8
3
1
1

　
　
　  

町
民
課 

☎
76

－

0
2
0
5

問
い
合
わ
せ

ファミリーサポートセンター
〔相互援助組織〕
アドバイザー

マッチング

育児支援を
受けたい会員
（依頼会員）

育児支援を
行いたい会員
（提供会員）

育児支援の
打診

育児支援の
申し込み
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協
定
は
、天
満
屋
ス
ト
ア
が
、29
年
７
月

か
ら
始
め
た
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
の

販
売
業
務
中
に
、
住
民
の
日
常
生
活
の
異

常
や
異
変
と
思
わ
れ
る
状
況
を
発
見
し
た

場
合
に
、
行
政
や
警
察
、
消
防
に
通
報
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。同
社
の
赤
木
営
業
本
部

副
部
長
は
「
地
域
に
根
差
し
た
営
業
の
中

で
、
地
域
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
」と
語
ら

れ
、
田
町
長
は
、「
高
齢
者
の
見
守
り
は

大
き
な
課
題
で
、
中
山
間
地
域
の
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
素
晴
ら
し

い
事
業
」と
見
守
り
の
効
果
を
期
待
し
ま
し

た
。

　
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
は
、八
頭
町
だ

け
で
な
く
若
桜
町
や
智
頭
町
、
鳥
取
市
の
一

部
地
域
で
営
業
し
て
い
ま
す
。八
頭
町
で
は

16
集
落（
31
年
１
月
末
現
在
）を
毎
週
水
・

木
・
金
曜
日
に
巡
回
し
て
お
り
、
販
売
車

に
は
、冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
が
積
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
新
鮮
な
刺
身
や
寿
司
、
惣
菜
、
お

肉
、野
菜
、果
物
、パ
ン
、お
菓
子
、冷
凍
食

品
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
乾
電
池
、
文
房
具

ま
で
約
３
０
０
品
目
を
搭
載
し
、無
い
も
の

が
あ
れ
ば
翌
週
に
は
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
販
売
員
の
濱
本
泉
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り

に
お
名
前
で
声
掛
け
を
し
、商
品
の
説
明
や

暮
ら
し
の
情
報
ま
で
気
さ
く
に
会
話
を
し

て
い
ま
す
。「
♪
と
く 

と
く 

と
〜
く 

と
く

し
丸
♬
」
の
メ
ロ
デ
ィ
を
聞
い
て
高
齢
の
方

た
ち
が
集
ま
り
ま
す
が
、姿
が
見
え
な
い
会

員
の
お
宅
に
は
声
掛
け
に
行
き
、怪
我
な
ど

で
家
か
ら
動
け
な
い
方
の
お
宅
に
は
注
文

さ
れ
た
品
物
を
届
け
に
行
き
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、「
家
の
近
く
ま
で

来
て
も
ら
え
る
の
で
、
助
か
る
」「
見
て
買
え

る
の
が
良
い
」と
言
い
ま
す
。

移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
で
買
物
と
見
守
り
を
支
援

天
満
屋
ス
ト
ア
と

高
齢
者
の
見
守
り
協
定
を
締
結

天
満
屋
ス
ト
ア
と

高
齢
者
の
見
守
り
協
定
を
締
結

　
中
山
間
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
な
ど
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、八

頭
町
で
ス
ー
パ
ー
を
展
開
す
る
株
式
会
社
天
満
屋
ス
ト
ア（
本
社
：
岡
山
市
）と
鳥

取
市
、八
頭
町
、若
桜
町
、智
頭
町
お
よ
び
鳥
取
県
は
中
山
間
集
落
見
守
り
活
動

協
定
を
１
月
31
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

福祉課だより 生活支援係 ☎72-3581　母子父子支援係 ☎72-3583
地域福祉係 ☎72-3586　障がい福祉係 ☎72-3590 ／ FAX 72-3565

訪問時間（予定）
【水曜日】

　10:10 久能寺→10:45 新興寺（2ヶ所）→11:30 横田→11:50 才代（2ヶ所）→
　12:45 岩淵→13:05 下徳丸→13:15 島→13:30 中南→14:00 日田（2ヶ所） →
　若桜町内→16:40 見槻中
【木曜日】

　17:00 下津黒→17:15 市場
【金曜日】

　10:10 宮谷→10:20 郡家（2ヶ所） →10:55 土師百井→11:20 石田百井→
　11:45 破岩

※販売日時は、変更となることがあります。販売場所など詳しくは、販売担当
濱本（携帯090-8568-1491）さんへお電話ください。

　お一人でも会員登録は可能です。お気軽にお申し込みください。

左から谷口東部振興監（鳥取県）、赤木副本部長（天満屋ストア）、田町長（八頭町）

高齢者宅に注文の品をお届け

軽トラに300品目!  家の前で見て買える

町民課からのお知らせ 町民課 ☎76-0205　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222

育
児
支
援
会
員
を
募
集

！！

〜
病
気
や
け
が
な
ど
で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
ら
〜

ご
存
知
で
す
か
？ 

障
害
年
金

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
地

域
に
お
い
て
、
育
児
支
援
を
受
け
た
い
人

と
行
い
た
い
人
が
会
員
と
な
り
、
育
児
に

つ
い
て
助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。

　
現
在
、
育
児
支
援
会
員
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

・
保
育
施
設
の
開
始
前
や
終
了
後
の
子
ど

も
の
預
か
り
。

・
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
。 

・
冠
婚
葬
祭
や
ほ
か
の
子
ど
も
の
学
校
行

事
の
際
の
、
子
ど
も
の
預
か
り
。

   ・
会
員
登
録
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
。

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
登
録
し
て
い
る
育

児
支
援
を
行
い
た
い
会
員
（
提
供
会

員
）
の
中
か
ら
預
か
っ
て
く
れ
る
人
を

探
し
ま
す
。

・
提
供
会
員
と
育
児
支
援
を
受
け
た
い
会

員
（
依
頼
会
員
）
は
、
時
間
や
場
所
な

ど
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
子
ど

も
を
預
け
ま
す
。

・
依
頼
会
員
は
、
規
定
の
報
酬
と
実
費
を

提
供
会
員
に
支
払
い
ま
す
。 

　
障
害
基
礎
年
金
は
、国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
間（
過
去
に
被
保
険
者
で
あ
っ
た

人
で
、日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人
を
含
む
）に
病
気
や
け
が
で

一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
20
歳
前（
国
民
年
金
に
加
入
す
る
前
）の

病
気
や
け
が
で
障
が
い
者
に
な
っ
た
場
合

も
、20
歳
に
な
れ
ば
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

①
初
診
日
に
国
民
年
金
に
入
っ
て
い
た
人

・
医
師
の
診
療
を
初
め
て
受
け
た
日
に
国

民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

・
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
60
〜
65
歳

未
満
の
国
内
在
住
の
人

・
20
歳
未
満
に
病
気
や
け
が
等
で
障
が
い

者
に
な
っ
た
人

②
初
診
日
の
前
日
ま
で
に
次
の
い
ず
れ
か

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

・
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
加

入
期
間
の
う
ち
、
全
体
の
３
分
の
２
以

上
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人
（
免

除
・
猶
予
を
受
け
て
い
た
期
間
も
含

む
）

・
初
診
日
に
65
歳
未
満
で
あ
り
、
初
診
日

の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に

保
険
料
の
未
納
の
な
い
人

※

20
歳
前
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
期
間
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、
納

付
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
一
定
以
上
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
人

　
国
民
年
金
の
障
害
等
級
表
の
１
級
・
２

級
に
あ
た
る
障
が
い
が
あ
る
人
。

※

障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
平
成
30
年
度
・
年
額

障
害
等
級
　
１
級
：
97
万
４
１
２
５
円

　
　
　
　
　
２
級
：
77
万
９
３
０
０
円

　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
、18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
場

合
に
は
年
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
２
人
目
ま
で
：

　
　
　
年
額
22
万
４
３
０
０
円
／
人

　
３
人
目
以
上
：

　
　
　
年
額
７
万
４
８
０
０
円
／
人

援
助
内
容

年 

金 

額

加 

算 

額

シ
ス
テ
ム

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
る
条
件

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　   

☎
76

－

7
0
2
0

問
い
合
わ
せ

鳥
取
年
金
事
務
所

　
☎
0
8
5
7

－

27

－

8
3
1
1

　
　
　  

町
民
課 

☎
76

－

0
2
0
5

問
い
合
わ
せ

ファミリーサポートセンター
〔相互援助組織〕
アドバイザー

マッチング

育児支援を
受けたい会員
（依頼会員）

育児支援を
行いたい会員
（提供会員）

育児支援の
打診

育児支援の
申し込み
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人権のひろば 人権推進課 ☎84-1228

つながる心

人権啓発
マグネット

人権啓発カ
リボン

人権啓発
ワッペン

▼
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
と
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、毎
年
個

別
の
人
権
課
題
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
い
ま

す
。（
平
成
30
年
度
は
豪
雨
の
た
め
中
止
）

▼
人
権
啓
発
ワ
ッ
ペ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　リ
ボ
ン
の
着
用
運
動

　部
落
解
放
月
間
と
人
権
週
間
に
保
育

所
、小
・
中
学
校
、企
業
・
事
務
所
等
に
呼

び
か
け
、
人
権
啓
発
ワ
ッ
ペ
ン
・
リ
ボ
ン

の
着
用
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

▼
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー

　一
人
ひ
と
り
が
年
間
を
通
し
て
人
権
の

大
切
さ
を
考
え
る
た
め
に
、保
育
所
、小
・

中
学
校
、
就
労
支

援
施
設
の
写
真

や
、
作
品
を
掲
載

し
た
人
権
啓
発
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成

し
ま
し
た
。

▼
人
権
問
題
学
習

　毎
年
各
集
落
で
開
催
す
る
人
権
問
題
学

習
会
の
統
一
教
材
を
選
定
し
、
学
習
会
資

料
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
「
自
分
と
共
に
他
の
人
の
大

切
さ
も
認
め
、
ど
の
よ
う
な
人
権
課
題
に

も
ゆ
き
わ
た
る
心
や
態
度
を
養
い
、日
常
の

行
動
に
つ
な
げ
る
」
を
ね
ら
い
と
し
て
「
ほ

ん
と
の
空
」の
視
聴
や
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見

交
換
を
行
い
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
対

し
理
解
を
深
め
ま
し
た
。（
本
学
習
会
の
実

施
結
果
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。）

▼
第
14
回
八
頭
町
部
落
解
放
研
究
集
会

　人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
毎
年

本
研
究
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究

所
の
奥
田
均
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

平
成
28
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
部
落
差
別

解
消
推
進
法
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
本
研
究
集
会
概
要
は
、
広
報
や

ず
２
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

▼
研
修
会
・
人
権
研
修
実
施
の
推
進

　明
る
く
働
き
や
す
い
職
場
作
り
を
め
ざ

し
、
八
頭
町
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
企

業
訪
問
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

合
っ
た
研
修
の
提
案
や
相
談
、
講
師
の
紹

介
、
研
修
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

▼
企
業
代
表
者
等
研
修
会

　企
業
・
事
業
所
内
で
ど
の
よ
う
に
人
権

教
育
に
取
り
組
む
か
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
企
業
の
代
表
者
を
は
じ
め
人
権
啓
発

推
進
員
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」
を
行

い
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
職

場
や
地
域
で
の
支
え
合
い
や
行
動
す
る
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

▼
人
権
啓
発
マ
グ
ネ
ッ
ト

　

 

本
部
会
に
賛
同
し
て
い
る
85
社
の
企

業
・
事
務
所
に
は
、
人
権
啓
発
マ
グ
ネ
ッ

ト
を
配
布
し
て
い
ま

す
。社
用
車
や
窓
口

に
貼
り
、一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

▼
合
同
研
修
会
の
実
施

　人
権
教
育
に
お
け
る
学
校
と
地
域
と
の

連
携
を
図
り
、
効
果
的
な
実
践
に
繋
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
社
会
教
育
部
と
合
同
研

修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
「
家

庭
に
お
け
る
人

権
」
を
テ
ー
マ

に
、
グ
ル
ー
プ
で

活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▼
人
権
作
文
集「
つ
な
が
る
心
」

　人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
平
成
18
年
度
か
ら
毎
年

作
成
し
て
い
ま
す
。保
育
園
児
た
ち
の
生
活

の
中
で
見
つ
け
た
つ
ぶ
や
き
や
、
小
・
中
学

生
の
人
権
作
文
、
人
権
標
語
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。人
権
問
題
学
習
会
で
も
紹
介
さ
れ

る
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
感
覚
を
地
域
に

伝
え
る
大
き
な

役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

啓
発
推
進
部

社
会
教
育
部

学
校
教
育
部

企
業
・
職
域
部

八
頭
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
取
り
組
み
紹
介

八
頭
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
取
り
組
み
紹
介

人権啓発カレンダー

意見を付箋に書き出し、
まとめました

人
権
作
文
集

八
頭
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
学
校
教
育
部

第
13
集

　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
、
八
頭
町
人

権
教
育
推
進
協
議
会
を
構
成
す
る
４
部

会
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

教育委員会からのお知らせ
学校教育課 ☎84-1231　／ FAX 84-1201
社会教育課 ☎84-1232

体
育
功
労
賞

　清
水

　健
一（
郡
家
・
柔
道
）

ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）

〈
陸
上
競
技
〉

　鈴
木

　欧
音（
船
岡
小
学
校
）

　山
本

　希
春（
郡
家
西
小
学
校
）

　中
村

　朱
里（
八
頭
中
学
校
）

　佐
々
木
雅
乃（
八
頭
中
学
校
）

　茗
荷

　駿
多（
八
頭
中
学
校
）

　木
下

　琴
葉（
八
頭
中
学
校
）

　石
破

　航
希（
八
頭
中
学
校
）

　氏
家

　慈
香（
八
頭
中
学
校
）

　佐
々
木
彩
奈（
八
頭
中
学
校
）

　石
田
奈
衣
留（
八
頭
中
学
校
）

　市
村
莉
玖
斗（
八
頭
中
学
校
）

　大
久
保
凌
希（
八
頭
中
学
校
）

　山
根

　理
音（
八
頭
中
学
校
）

　宮
田

　
　葵（
八
頭
中
学
校
）

　山
下

　詞
衣（
八
頭
中
学
校
）

〈
体
操
競
技
〉

　小
竹

　悠
登（
八
頭
中
学
校
）

〈
水
泳
競
技
〉

　青
木

　海
斗（
八
東
小
学
校
）

　西
田

　佳
夏（
八
東
小
学
校
）

　岩
城

　幸
芽（
船
岡
小
学
校
）

　中
原

　利
花（
船
岡
小
学
校
）

　岸
野

　咲
歩（
八
頭
中
学
校
）

　北
本

　成
輝（
八
頭
中
学
校
）

　樋
引
彩
千
穂（
八
頭
中
学
校
）

　高
垣

　可
愛（
八
頭
中
学
校
）

　西
川

　綾
子（
八
頭
中
学
校
）

　白
岩

　透
也（
八
頭
中
学
校
）

　野
﨑

　
　紗（
八
頭
中
学
校
）

　中
嶋

　真
子（
八
頭
中
学
校
）

　北
本

　美
佳（
八
頭
中
学
校
）

　北
本

　博
美（
東
）

〈
柔
道
競
技
〉

　木
村

　柑
太（
郡
家
東
小
学
校
）

　横
野

　佳
奈（
八
東
小
学
校
）

　増
田

　夢
月（
八
東
小
学
校
）

　垣
田

　零
史（
八
頭
中
学
校
）

　増
田

　夢
生（
八
頭
中
学
校
）

　藤
田

　菜
緒（
八
頭
中
学
校
）

〈
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
〉

　綾
木

　暁
子（
賀
茂
町
）

　小
坂

　
　修（
西
御
門
）

ス
ポ
ー
ツ
賞（
団
体
）

〈
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
〉

郡
家
東
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　中
嶋

　悠
月
・
大
西
依
知
佳

　山
本

　結
衣
・
藤
原

　沙
妃

　宮
脇

　亜
実
・
勝
原

　那
海

　寺
谷

　涼
珠
・
勝
原
愛
未
沙

　勝
原

　那
桜

〈
陸
上
競
技
〉

八
頭
中
学
校
陸
上
部
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　山
根

　玲
斗
・
平
木

　聖
哉

　森
本

　康
平
・
石
破

　航
希

八
頭
中
学
校
陸
上
部
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　森
本
明
日
香
・
内
田

　美
咲

　中
村

　朱
里
・
氏
家

　慈
香

八
頭
中
学
校
陸
上
部
女
子

八
頭
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

　石
田
奈
衣
留
・
矢
部

　夏
実

　倉
田

　季
和
・
津
村

　愛

　木
下

　琴
葉
・
土
井

　純
奈

　倉
田
有
加
里
・
上
川

　瑞
葉

　山
根

　彩
貴

〈
水
泳
競
技
〉

八
頭
中
学
校
水
泳
部
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　北
本

　樹
輝
・
北
本

　成
輝

　白
岩

　透
也
・
上
田

　優

八
頭
中
学
校
水
泳
部
男
子

八
頭
中
学
校
水
泳
部
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

北
本

　美
佳
・
野
﨑

　紗

谷
口

　真
凜
・
岸
野

　咲
歩

〈
柔
道
競
技
〉

郡
家
柔
道
ク
ラ
ブ

　横
野

　佳
奈
・
小
林

　楓

　山
田

　彪
人
・
大
呂
亮
太
朗

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
〉

八
頭
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　竹
下
ヒ
カ
ル
・
山
根

　琉
菜

　平
尾

　心
菜
・
山
根

　真
央

　佐
々
木
美
弥
・
田
中

　里
心

　山
口

　怜
香
・
竹
下
み
な
み

　平
尾
咲
弥
子
・
山
﨑

　里
彩

　山
根

　彩
貴
・
岡
垣

　杏
奈

〈
卓
球
競
技
〉

八
頭
中
学
校
男
子
卓
球
部

　三
嶋

　裕
斗
・
中
村

　拓
生

　藪
田

　政
哉
・
桑
村

　司

　田
中

　基
輝
・
森
下

　晟
人

　米
村

　翔
太
・
西
尾

　航
平

平
成
30
年
度 

八
頭
町
体
育
会
表
彰

　
平
成
30
年
度
八
頭
町
体
育
会
表
彰
式
が
１
月
26
日(

土)

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、体
育
の
振
興
に
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
町
内
関
係
者
に
送
ら
れ
る

も
の
で
、体
育
功
労
賞
１
名
、ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）38
名
、（
団
体
）11
団
体
の
総
勢

85
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
）
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人権のひろば 人権推進課 ☎84-1228

つながる心

人権啓発
マグネット

人権啓発カ
リボン

人権啓発
ワッペン

▼
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
と
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、毎
年
個

別
の
人
権
課
題
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
い
ま

す
。（
平
成
30
年
度
は
豪
雨
の
た
め
中
止
）

▼
人
権
啓
発
ワ
ッ
ペ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　リ
ボ
ン
の
着
用
運
動

　部
落
解
放
月
間
と
人
権
週
間
に
保
育

所
、小
・
中
学
校
、企
業
・
事
務
所
等
に
呼

び
か
け
、
人
権
啓
発
ワ
ッ
ペ
ン
・
リ
ボ
ン

の
着
用
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

▼
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー

　一
人
ひ
と
り
が
年
間
を
通
し
て
人
権
の

大
切
さ
を
考
え
る
た
め
に
、保
育
所
、小
・

中
学
校
、
就
労
支

援
施
設
の
写
真

や
、
作
品
を
掲
載

し
た
人
権
啓
発
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成

し
ま
し
た
。

▼
人
権
問
題
学
習

　毎
年
各
集
落
で
開
催
す
る
人
権
問
題
学

習
会
の
統
一
教
材
を
選
定
し
、
学
習
会
資

料
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
「
自
分
と
共
に
他
の
人
の
大

切
さ
も
認
め
、
ど
の
よ
う
な
人
権
課
題
に

も
ゆ
き
わ
た
る
心
や
態
度
を
養
い
、日
常
の

行
動
に
つ
な
げ
る
」
を
ね
ら
い
と
し
て
「
ほ

ん
と
の
空
」の
視
聴
や
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見

交
換
を
行
い
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
対

し
理
解
を
深
め
ま
し
た
。（
本
学
習
会
の
実

施
結
果
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。）

▼
第
14
回
八
頭
町
部
落
解
放
研
究
集
会

　人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
毎
年

本
研
究
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究

所
の
奥
田
均
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

平
成
28
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
部
落
差
別

解
消
推
進
法
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
本
研
究
集
会
概
要
は
、
広
報
や

ず
２
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

▼
研
修
会
・
人
権
研
修
実
施
の
推
進

　明
る
く
働
き
や
す
い
職
場
作
り
を
め
ざ

し
、
八
頭
町
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
企

業
訪
問
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

合
っ
た
研
修
の
提
案
や
相
談
、
講
師
の
紹

介
、
研
修
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

▼
企
業
代
表
者
等
研
修
会

　企
業
・
事
業
所
内
で
ど
の
よ
う
に
人
権

教
育
に
取
り
組
む
か
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
企
業
の
代
表
者
を
は
じ
め
人
権
啓
発

推
進
員
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」
を
行

い
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
職

場
や
地
域
で
の
支
え
合
い
や
行
動
す
る
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

▼
人
権
啓
発
マ
グ
ネ
ッ
ト

　

 

本
部
会
に
賛
同
し
て
い
る
85
社
の
企

業
・
事
務
所
に
は
、
人
権
啓
発
マ
グ
ネ
ッ

ト
を
配
布
し
て
い
ま

す
。社
用
車
や
窓
口

に
貼
り
、一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

▼
合
同
研
修
会
の
実
施

　人
権
教
育
に
お
け
る
学
校
と
地
域
と
の

連
携
を
図
り
、
効
果
的
な
実
践
に
繋
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
社
会
教
育
部
と
合
同
研

修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
「
家

庭
に
お
け
る
人

権
」
を
テ
ー
マ

に
、
グ
ル
ー
プ
で

活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▼
人
権
作
文
集「
つ
な
が
る
心
」

　人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
平
成
18
年
度
か
ら
毎
年

作
成
し
て
い
ま
す
。保
育
園
児
た
ち
の
生
活

の
中
で
見
つ
け
た
つ
ぶ
や
き
や
、
小
・
中
学

生
の
人
権
作
文
、
人
権
標
語
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。人
権
問
題
学
習
会
で
も
紹
介
さ
れ

る
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
感
覚
を
地
域
に

伝
え
る
大
き
な

役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

啓
発
推
進
部

社
会
教
育
部

学
校
教
育
部

企
業
・
職
域
部

八
頭
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
取
り
組
み
紹
介

八
頭
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
取
り
組
み
紹
介

人権啓発カレンダー

意見を付箋に書き出し、
まとめました

人
権
作
文
集

八
頭
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
学
校
教
育
部

第
13
集

　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
、
八
頭
町
人

権
教
育
推
進
協
議
会
を
構
成
す
る
４
部

会
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

教育委員会からのお知らせ
学校教育課 ☎84-1231　／ FAX 84-1201
社会教育課 ☎84-1232

体
育
功
労
賞

　清
水

　健
一（
郡
家
・
柔
道
）

ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）

〈
陸
上
競
技
〉

　鈴
木

　欧
音（
船
岡
小
学
校
）

　山
本

　希
春（
郡
家
西
小
学
校
）

　中
村

　朱
里（
八
頭
中
学
校
）

　佐
々
木
雅
乃（
八
頭
中
学
校
）

　茗
荷

　駿
多（
八
頭
中
学
校
）

　木
下

　琴
葉（
八
頭
中
学
校
）

　石
破

　航
希（
八
頭
中
学
校
）

　氏
家

　慈
香（
八
頭
中
学
校
）

　佐
々
木
彩
奈（
八
頭
中
学
校
）

　石
田
奈
衣
留（
八
頭
中
学
校
）

　市
村
莉
玖
斗（
八
頭
中
学
校
）

　大
久
保
凌
希（
八
頭
中
学
校
）

　山
根

　理
音（
八
頭
中
学
校
）

　宮
田

　
　葵（
八
頭
中
学
校
）

　山
下

　詞
衣（
八
頭
中
学
校
）

〈
体
操
競
技
〉

　小
竹

　悠
登（
八
頭
中
学
校
）

〈
水
泳
競
技
〉

　青
木

　海
斗（
八
東
小
学
校
）

　西
田

　佳
夏（
八
東
小
学
校
）

　岩
城

　幸
芽（
船
岡
小
学
校
）

　中
原

　利
花（
船
岡
小
学
校
）

　岸
野

　咲
歩（
八
頭
中
学
校
）

　北
本

　成
輝（
八
頭
中
学
校
）

　樋
引
彩
千
穂（
八
頭
中
学
校
）

　高
垣

　可
愛（
八
頭
中
学
校
）

　西
川

　綾
子（
八
頭
中
学
校
）

　白
岩

　透
也（
八
頭
中
学
校
）

　野
﨑

　
　紗（
八
頭
中
学
校
）

　中
嶋

　真
子（
八
頭
中
学
校
）

　北
本

　美
佳（
八
頭
中
学
校
）

　北
本

　博
美（
東
）

〈
柔
道
競
技
〉

　木
村

　柑
太（
郡
家
東
小
学
校
）

　横
野

　佳
奈（
八
東
小
学
校
）

　増
田

　夢
月（
八
東
小
学
校
）

　垣
田

　零
史（
八
頭
中
学
校
）

　増
田

　夢
生（
八
頭
中
学
校
）

　藤
田

　菜
緒（
八
頭
中
学
校
）

〈
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
〉

　綾
木

　暁
子（
賀
茂
町
）

　小
坂

　
　修（
西
御
門
）

ス
ポ
ー
ツ
賞（
団
体
）

〈
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
〉

郡
家
東
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　中
嶋

　悠
月
・
大
西
依
知
佳

　山
本

　結
衣
・
藤
原

　沙
妃

　宮
脇

　亜
実
・
勝
原

　那
海

　寺
谷

　涼
珠
・
勝
原
愛
未
沙

　勝
原

　那
桜

〈
陸
上
競
技
〉

八
頭
中
学
校
陸
上
部
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　山
根

　玲
斗
・
平
木

　聖
哉

　森
本

　康
平
・
石
破

　航
希

八
頭
中
学
校
陸
上
部
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　森
本
明
日
香
・
内
田

　美
咲

　中
村

　朱
里
・
氏
家

　慈
香

八
頭
中
学
校
陸
上
部
女
子

八
頭
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

　石
田
奈
衣
留
・
矢
部

　夏
実

　倉
田

　季
和
・
津
村

　愛

　木
下

　琴
葉
・
土
井

　純
奈

　倉
田
有
加
里
・
上
川

　瑞
葉

　山
根

　彩
貴

〈
水
泳
競
技
〉

八
頭
中
学
校
水
泳
部
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　北
本

　樹
輝
・
北
本

　成
輝

　白
岩

　透
也
・
上
田

　優

八
頭
中
学
校
水
泳
部
男
子

八
頭
中
学
校
水
泳
部
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

北
本

　美
佳
・
野
﨑

　紗

谷
口

　真
凜
・
岸
野

　咲
歩

〈
柔
道
競
技
〉

郡
家
柔
道
ク
ラ
ブ

　横
野

　佳
奈
・
小
林

　楓

　山
田

　彪
人
・
大
呂
亮
太
朗

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
〉

八
頭
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　竹
下
ヒ
カ
ル
・
山
根

　琉
菜

　平
尾

　心
菜
・
山
根

　真
央

　佐
々
木
美
弥
・
田
中

　里
心

　山
口

　怜
香
・
竹
下
み
な
み

　平
尾
咲
弥
子
・
山
﨑

　里
彩

　山
根

　彩
貴
・
岡
垣

　杏
奈

〈
卓
球
競
技
〉

八
頭
中
学
校
男
子
卓
球
部

　三
嶋

　裕
斗
・
中
村

　拓
生

　藪
田

　政
哉
・
桑
村

　司

　田
中

　基
輝
・
森
下

　晟
人

　米
村

　翔
太
・
西
尾

　航
平

平
成
30
年
度 

八
頭
町
体
育
会
表
彰

　
平
成
30
年
度
八
頭
町
体
育
会
表
彰
式
が
１
月
26
日(

土)

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、体
育
の
振
興
に
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
町
内
関
係
者
に
送
ら
れ
る

も
の
で
、体
育
功
労
賞
１
名
、ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）38
名
、（
団
体
）11
団
体
の
総
勢

85
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
）
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税務課からのお知らせ 税　務　課 ☎76-0204　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222

　所得税・住民税の申告期限は３月 15 日（金）
までです。期限ぎりぎりは混雑しますので、なるべく
早く申告しましょう。
　また、３月３日（日）と 10 日（日）は、郡家保健セ
ンターで休日受付を実施します。平日は休めない
方など、ぜひご利用ください。
　なお、申告に必要な書類（広報２月号 13 ペー
ジ参照）をお忘れなく。

　軽自動車税は、毎年４月１日に軽自動車を所有
している方に課税されます。
　他人に譲渡した場合や、廃車にした場合でも、４
月１日までに名義変更や廃車の手続きが済んで
いないと、１年分の軽自動車税を納めなくてはな
りません。
　トラブルの原因になりますので、早めに確実な手
続きをしておきましょう。
※車種により、問い合わせ・

届け出先が異なります。
詳しくは税務課にお問
い合わせください。

平成31年度　八頭町税目別納付月一覧表

※ 12 月の納期限は 26 日です。
※ 国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の納期は 8 期です。

固定資産税の縦覧期間は、4月1日（月）から 5月31日（金）です。

税　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

軽 自 動 車 税
○

全期

固 定 資 産 税
○

１期

○

２期

○
12/26
３期

○

町 県 民 税
○

１期

○

２期

○

３期

○

４期

４期

国民健康保険税
○

１期

○

２期

○ ○

３期 ４期

○

５期

○

６期

○
12/26
７期

○

８期

介 護 保 険 料
○

１期

○

２期

○

３期

○

４期

○

５期

○

６期

○
12/26
７期

○

８期

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

○

１期

○

２期

○

３期

○

４期

○

５期

○
12/26
６期

○

７期

○

８期

所得税・住民税の申告は
３月15日（金）まで

原動機付自転車や軽自動車の
名義変更・廃車の手続きは

３月末までに

男女共同参画センター ☎84-2361 ／ FAX 84-2362
八頭町徳丸 578-1

名作アニメーションが八頭町にやってくる！！大スクリーンと迫力ある音響で映画を見よう。
子育て歌留多によるビンゴ大会や出店もあります。家族で楽しいひとときを過ごしませんか。

父親の育児講座　親子運動教室を開催

　１月20日（日）、チャレキングスポーツクラブ
の指導のもと、旧隼小学校体育館で父親の育児
講座「親子運動教室」を開催しました。
　はじめに親子で楽しめる体操やスポーツタオ
ルを使った運動を行った後、エアマット、トラン
ポリン、ロープ登り、跳び箱、ボックスジャンプ、
ボーンボードを全員が順番に回っていくサー
キット運動を行いました。

　中でもトランポリンは初めて体験する人が多
かったようで、4 人ずつ乗ってジャンプをするの
ですが、大きなトランポリンに子どもも大人も大
喜びで、トランポリンを降りてからも「まだジャン
プしたかった」と名残惜しそうな声が聞かれるほ
どでした。
　体育館の天井から吊るされたロープを使った
ロープ登りでは、大人よりも高く登ろうとロープ
に手を伸ばす姿や、先生に手伝ってもらいなが
らロープ 2 本の間を一回転できて嬉しそうな顔
が印象的でした。
　また、ボーンボード（スケートボードの小さい
版）を使った運動では、親子ペアになってボーン
ボードに座って足を引っ張ってもらう、立って押
してもらうなど、様々な運動を行いました。
　親子で協力するだけでなく時には競い合う場
面もあり、親子共に楽しい時間を過ごすことがで
きました。

父親の育児講座「春休みロードショー」を開催します

日　　時

映　　画

会　　場

申し込み・問い合わせ
八頭町男女共同参画センター「かがやき」　☎84-2361

9：30　　開場
10：00～12：00　　子育て歌留多ビンゴ大会・上映会

12：00～　出店
　　　　　　　　　（広島風お好み焼きふじ・もりのひと）
「ボス・ベイビー」

八東体育文化センター（八東小学校隣り）

入 場 料 無料（250席）

主 　 催 料父親の育児講座実行委員会・八頭町

３月24日（日）

DreamWorks The Boss Baby Ⓒ 2018 DreamWorks Animation 
LLC. All Rights
Reserved. Ⓒ2018 Universal Studios. All Rights Reserved.
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税務課からのお知らせ 税　務　課 ☎76-0204　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222

　所得税・住民税の申告期限は３月 15 日（金）
までです。期限ぎりぎりは混雑しますので、なるべく
早く申告しましょう。
　また、３月３日（日）と 10 日（日）は、郡家保健セ
ンターで休日受付を実施します。平日は休めない
方など、ぜひご利用ください。
　なお、申告に必要な書類（広報２月号 13 ペー
ジ参照）をお忘れなく。

　軽自動車税は、毎年４月１日に軽自動車を所有
している方に課税されます。
　他人に譲渡した場合や、廃車にした場合でも、４
月１日までに名義変更や廃車の手続きが済んで
いないと、１年分の軽自動車税を納めなくてはな
りません。
　トラブルの原因になりますので、早めに確実な手
続きをしておきましょう。
※車種により、問い合わせ・

届け出先が異なります。
詳しくは税務課にお問
い合わせください。

平成31年度　八頭町税目別納付月一覧表

※ 12 月の納期限は 26 日です。
※ 国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の納期は 8 期です。

固定資産税の縦覧期間は、4月1日（月）から 5月31日（金）です。

税　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

軽 自 動 車 税
○

全期

固 定 資 産 税
○

１期

○

２期

○
12/26
３期

○

町 県 民 税
○

１期

○

２期

○

３期

○

４期

４期

国民健康保険税
○

１期

○

２期

○ ○

３期 ４期

○

５期

○

６期

○
12/26
７期

○

８期

介 護 保 険 料
○

１期

○

２期

○

３期

○

４期

○

５期

○

６期

○
12/26
７期

○

８期

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

○

１期

○

２期

○

３期

○

４期

○

５期

○
12/26
６期

○

７期

○

８期

所得税・住民税の申告は
３月15日（金）まで

原動機付自転車や軽自動車の
名義変更・廃車の手続きは

３月末までに

男女共同参画センター ☎84-2361 ／ FAX 84-2362
八頭町徳丸 578-1

名作アニメーションが八頭町にやってくる！！大スクリーンと迫力ある音響で映画を見よう。
子育て歌留多によるビンゴ大会や出店もあります。家族で楽しいひとときを過ごしませんか。

父親の育児講座　親子運動教室を開催

　１月20日（日）、チャレキングスポーツクラブ
の指導のもと、旧隼小学校体育館で父親の育児
講座「親子運動教室」を開催しました。
　はじめに親子で楽しめる体操やスポーツタオ
ルを使った運動を行った後、エアマット、トラン
ポリン、ロープ登り、跳び箱、ボックスジャンプ、
ボーンボードを全員が順番に回っていくサー
キット運動を行いました。

　中でもトランポリンは初めて体験する人が多
かったようで、4 人ずつ乗ってジャンプをするの
ですが、大きなトランポリンに子どもも大人も大
喜びで、トランポリンを降りてからも「まだジャン
プしたかった」と名残惜しそうな声が聞かれるほ
どでした。
　体育館の天井から吊るされたロープを使った
ロープ登りでは、大人よりも高く登ろうとロープ
に手を伸ばす姿や、先生に手伝ってもらいなが
らロープ 2 本の間を一回転できて嬉しそうな顔
が印象的でした。
　また、ボーンボード（スケートボードの小さい
版）を使った運動では、親子ペアになってボーン
ボードに座って足を引っ張ってもらう、立って押
してもらうなど、様々な運動を行いました。
　親子で協力するだけでなく時には競い合う場
面もあり、親子共に楽しい時間を過ごすことがで
きました。

父親の育児講座「春休みロードショー」を開催します

日　　時

映　　画

会　　場

申し込み・問い合わせ
八頭町男女共同参画センター「かがやき」　☎84-2361

9：30　　開場
10：00～12：00　　子育て歌留多ビンゴ大会・上映会

12：00～　出店
　　　　　　　　　（広島風お好み焼きふじ・もりのひと）
「ボス・ベイビー」

八東体育文化センター（八東小学校隣り）

入 場 料 無料（250席）

主 　 催 料父親の育児講座実行委員会・八頭町

３月24日（日）

DreamWorks The Boss Baby Ⓒ 2018 DreamWorks Animation 
LLC. All Rights
Reserved. Ⓒ2018 Universal Studios. All Rights Reserved.

◆◆YAZU2019. ３21



ぴょんぴょんクラブ 八頭町子育て支援センター ☎72-3345
八頭町郡家殿 282-2

日　時 内　　容 会　場
『大きくなったね会』参加者募集３月の主な行事

　女性の身体は月経を通して、毎月生まれ変
わ る こ と を 知 っ て い ま す か 。 １ 月 1 6 日
（水）、講師に三輪よし子さん（女性と子ど
ものサポートセンターいのちね）をお迎え
し、女性のからだの仕組みや、月経のメカニ
ズム、自分でできるセルフケアの方法等を学
びました。参加者の関心も高く、たくさんの
方に参加していただきました。
　「足首を回してみましょう」、「目が疲れ
たら耳を引っ張ってみましょう」など、具体
的なセルフケアの方法を学び、家で実践して
みようと思われた参加者も多かったようで
す。また、講座後に質問をされる方も多く、
普段気になっていたことや、自分のからだの
仕組みを知る良い機会にもなったようです。

講師の三輪よし子さんより
　セルフケアをした分だけ、体は必ず応えて
くれます。自分自身で自分を大切に育んでい
きましょう。

10：30
～

子育て支援
センター

『ひなまつり会』（要予約）
☆みんなで一緒に、ひなまつり

のお祝いをしましょう。お茶席
もあります。

月４

『世代間交流会』
　～みんなで笑いヨガ～
講師　小谷　章子さん
　　　（日本笑いヨガ協会
　　　  ティチャー認定）

10：30
～

男女共同
参画センター

かがやき

子育て支援
センター

『ママビクス』(要予約）　
講師　三村　恵里さん
☆動きやすい服装でお越しください。

火５

10：30
～

子育て支援
センター

『大きくなったね会』(要予約）水20

10：30
～金15

　この1年間で子ども達は大きく成長しましたね。
みんなで、子ども達の成長を喜び合いましょう。
　今年度、最後のランチ会を開催します。

日　　時

場　　所 子育て支援センター（要予約）

３月20日（水）10：30～

参 加 費 必要

申込締切 ３月15日（金）

女性のからだ講座～月経編～を開催

参加者の声
・目の疲れも生理痛に関係があることを知り

ました。
・意外とこれまでこういった話を聞き、学習

する機会がなかったことに気づきました。
・更年期障害や生理痛はあって当たり前と

思っていましたが、気をつけているとい
ないとでは違うことが分かってよかった
です。

みんなの図書館 郡家図書館  八頭町宮谷 256-4 ☎72-6660
船岡図書館  八頭町船岡 539-1 ☎72-3970
八東図書館  八頭町北山 48-1　☎84-6622
http://www.town.yazu.tottori.jp/library/

携帯電話・スマートフォンはこちらから

図書館は　はかせになれる　ま法の国／みお

第１回としょかん川柳コンテスト次点作品

▼

鳥取藩政期 最大の百姓一揆
「勘右衛門騒動」の顛末を記した
『民乱太平記』をみんなで読もう

鳥取藩政期 最大の百姓一揆
「勘右衛門騒動」の顛末を記した
『民乱太平記』をみんなで読もう

八東図書館・八東地域地区公民館共催

　参加を希望される方は、町内の各図書館または丹
比地区公民館（☎84-1251）までお申し込みください。
テキストはこちらで準備します。

３月10日（日）13：30～15：30
丹比地区公民館　２階　婦人研修室
入江宜明 氏（ＮＨＫ文化センター講師）
図書館司書　　　　　　　20名
無料

日　　時

定　　員

参 加 費

読 み 手

解　　説
会　　場

　図書館内のあちこちにクイズが用意されています。
会場を回ってクイズに答えてね。みんなでレッツ、チャレ
ンジ！

３月22日（金）～４月７日（日）
船岡図書館・八東図書館

期 間
会 場

春休みこども図書館クイズラリー春休みこども図書館クイズラリー

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

１　神の島のこどもたち 中脇　初枝
２　平場の月 朝倉かすみ
３　静おばあちゃんと要介護探偵 中山　七里
４　感情の問題地図 関屋　裕希
５　論理的な小論文を書く方法 小野田博一
６　るるぶ　にっぽんの博物館

郡家図書館

１　聖者が街にやって来た 宇佐美まこと
２　ひと 小野寺史宜
３　真夏の焼きそば 食堂のおばちゃん 5 山口恵以子
４　還暦着物日記 群　ようこ
５　メロディに咲いた花たち 三和書籍 編
６　わらしべちょうじゃ 植垣　歩子

船岡図書館

１　一切なりゆき 樹木　希林
２　宝島 真藤　順丈
３　平成くん、さようなら　 古市　憲寿
４　国民とともに歩まれた平成の 30 年 宮内庁侍従職 / 監修
５　るるぶ京都 ‘20 JTB パブリッシング
６　レゴレシピ いろんな車 ウォーレン エルスモア

八東図書館

本の宅配サービス
～お気軽にご相談ください～

本の宅配サービス
～お気軽にご相談ください～

　高齢・病気・ケガなどで図書館や移動図書館
車をご利用できない方へ、宅配サービスをして
います。（月２回程度、お届けしています。）
　希望される方は、お近くの図書館にお電話で
ご相談ください。
＊条件によっては、ご希望に沿えない場合もご

ざいます。ご了承ください。

おはなし会　※申し込み不要・大人も入れます

郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

日にち
時　間

３月16日（土）
11：00～11：30
14：30～15：00

３月９日（土) ３月17日(日)
10：30～11：00
14：00～14：30

10：30～11：00
14：30～15：00

3月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

休館日　　開館時間　10:00 ～ 18:00

　　　　　　　　　　　　　 １ ２ 
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
10 11 12 13 14 15 16 
17 18 19 20 21 22 23 
24 25 26 27 28 29 30 
31 

読書会

八東図書館

　卒業式、誕生日、ホワイトデーに贈るカードを作って
みませんか（大人も子どもも参加できます）。

３月１０日（日）10：00～11：30
丹比地区公民館　１階　小会議室

日 時
会 場

たのしいカード作りたのしいカード作り

＊参加費無料・申込不要
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ぴょんぴょんクラブ 八頭町子育て支援センター ☎72-3345
八頭町郡家殿 282-2

日　時 内　　容 会　場
『大きくなったね会』参加者募集３月の主な行事

　女性の身体は月経を通して、毎月生まれ変
わ る こ と を 知 っ て い ま す か 。 １ 月 1 6 日
（水）、講師に三輪よし子さん（女性と子ど
ものサポートセンターいのちね）をお迎え
し、女性のからだの仕組みや、月経のメカニ
ズム、自分でできるセルフケアの方法等を学
びました。参加者の関心も高く、たくさんの
方に参加していただきました。
　「足首を回してみましょう」、「目が疲れ
たら耳を引っ張ってみましょう」など、具体
的なセルフケアの方法を学び、家で実践して
みようと思われた参加者も多かったようで
す。また、講座後に質問をされる方も多く、
普段気になっていたことや、自分のからだの
仕組みを知る良い機会にもなったようです。

講師の三輪よし子さんより
　セルフケアをした分だけ、体は必ず応えて
くれます。自分自身で自分を大切に育んでい
きましょう。

10：30
～

子育て支援
センター

『ひなまつり会』（要予約）
☆みんなで一緒に、ひなまつり

のお祝いをしましょう。お茶席
もあります。

月４

『世代間交流会』
　～みんなで笑いヨガ～
講師　小谷　章子さん
　　　（日本笑いヨガ協会
　　　  ティチャー認定）

10：30
～

男女共同
参画センター

かがやき

子育て支援
センター

『ママビクス』(要予約）　
講師　三村　恵里さん
☆動きやすい服装でお越しください。

火５

10：30
～

子育て支援
センター

『大きくなったね会』(要予約）水20

10：30
～金15

　この1年間で子ども達は大きく成長しましたね。
みんなで、子ども達の成長を喜び合いましょう。
　今年度、最後のランチ会を開催します。

日　　時

場　　所 子育て支援センター（要予約）

３月20日（水）10：30～

参 加 費 必要

申込締切 ３月15日（金）

女性のからだ講座～月経編～を開催

参加者の声
・目の疲れも生理痛に関係があることを知り

ました。
・意外とこれまでこういった話を聞き、学習

する機会がなかったことに気づきました。
・更年期障害や生理痛はあって当たり前と

思っていましたが、気をつけているとい
ないとでは違うことが分かってよかった
です。

みんなの図書館 郡家図書館  八頭町宮谷 256-4 ☎72-6660
船岡図書館  八頭町船岡 539-1 ☎72-3970
八東図書館  八頭町北山 48-1　☎84-6622
http://www.town.yazu.tottori.jp/library/

携帯電話・スマートフォンはこちらから

図書館は　はかせになれる　ま法の国／みお

第１回としょかん川柳コンテスト次点作品

▼

鳥取藩政期 最大の百姓一揆
「勘右衛門騒動」の顛末を記した
『民乱太平記』をみんなで読もう

鳥取藩政期 最大の百姓一揆
「勘右衛門騒動」の顛末を記した
『民乱太平記』をみんなで読もう

八東図書館・八東地域地区公民館共催

　参加を希望される方は、町内の各図書館または丹
比地区公民館（☎84-1251）までお申し込みください。
テキストはこちらで準備します。

３月10日（日）13：30～15：30
丹比地区公民館　２階　婦人研修室
入江宜明 氏（ＮＨＫ文化センター講師）
図書館司書　　　　　　　20名
無料

日　　時

定　　員

参 加 費

読 み 手

解　　説
会　　場

　図書館内のあちこちにクイズが用意されています。
会場を回ってクイズに答えてね。みんなでレッツ、チャレ
ンジ！

３月22日（金）～４月７日（日）
船岡図書館・八東図書館

期 間
会 場

春休みこども図書館クイズラリー春休みこども図書館クイズラリー

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

１　神の島のこどもたち 中脇　初枝
２　平場の月 朝倉かすみ
３　静おばあちゃんと要介護探偵 中山　七里
４　感情の問題地図 関屋　裕希
５　論理的な小論文を書く方法 小野田博一
６　るるぶ　にっぽんの博物館

郡家図書館

１　聖者が街にやって来た 宇佐美まこと
２　ひと 小野寺史宜
３　真夏の焼きそば 食堂のおばちゃん 5 山口恵以子
４　還暦着物日記 群　ようこ
５　メロディに咲いた花たち 三和書籍 編
６　わらしべちょうじゃ 植垣　歩子

船岡図書館

１　一切なりゆき 樹木　希林
２　宝島 真藤　順丈
３　平成くん、さようなら　 古市　憲寿
４　国民とともに歩まれた平成の 30 年 宮内庁侍従職 / 監修
５　るるぶ京都 ‘20 JTB パブリッシング
６　レゴレシピ いろんな車 ウォーレン エルスモア

八東図書館

本の宅配サービス
～お気軽にご相談ください～

本の宅配サービス
～お気軽にご相談ください～

　高齢・病気・ケガなどで図書館や移動図書館
車をご利用できない方へ、宅配サービスをして
います。（月２回程度、お届けしています。）
　希望される方は、お近くの図書館にお電話で
ご相談ください。
＊条件によっては、ご希望に沿えない場合もご

ざいます。ご了承ください。

おはなし会　※申し込み不要・大人も入れます

郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

日にち
時　間

３月16日（土）
11：00～11：30
14：30～15：00

３月９日（土) ３月17日(日)
10：30～11：00
14：00～14：30

10：30～11：00
14：30～15：00

3月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

休館日　　開館時間　10:00 ～ 18:00

　　　　　　　　　　　　　 １ ２ 
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
10 11 12 13 14 15 16 
17 18 19 20 21 22 23 
24 25 26 27 28 29 30 
31 

読書会

八東図書館

　卒業式、誕生日、ホワイトデーに贈るカードを作って
みませんか（大人も子どもも参加できます）。

３月１０日（日）10：00～11：30
丹比地区公民館　１階　小会議室

日 時
会 場

たのしいカード作りたのしいカード作り

＊参加費無料・申込不要
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公 民 館 だ よ り 八頭町中央公民館 ☎72-3113 ／ FAX 72-3488
〒680-0463　八頭町宮谷 80 番地

講　　師 國本　厚さん

八頭町高齢者大学　合同学習会と閉校式

申し込み 3月19日（火）までに中央公民館
☎72-3113 へお申込みください。
（月曜・祝日休館）

日　　時 ３月17日（日） 10：00～11：00

日　　時 ３月23日（土）～24日（日）

会　　場 中央公民館　大集会室（ホワイエ）

入 場 料 無料

作　　品 『映画　それいけ！アンパンマン
　　おもちゃの星のナンダとルンダ』

❖ 洋ラン展

日　　時 ３月23日（土）
10：00～11：30

会　　場 中央公民館　実習室

❖ 洋ランの育て方講座 子どもシアター〈３月〉

 1月17日（木）に八東体育文化センターにおいて、今年度最後となる八頭町高齢者大
学3地域合同学習会と閉校式を開催いたしました。
　合同学習会では、八頭町関西事務所の植田和夫所長をお招きし、八頭町関西事務
所が担っている役割や、知名度アップを目指した活動の成果についてなどをお話いた
だき、皆さんが熱心に聞き入っておられました。学習会後の合唱では、講師の鶴崎千
晴先生のご指導のもと「この道」「高原列車は行く」「故郷」を全員で歌い、6月から始
まった大学生活を締めくくりました。
　来年度も多くの学生の皆さんと楽しく学んでいきたいと思いますので、よろしくお願
いします。

郡家地域 （１会場）４月14日（日）

船岡地域 （４会場）４月21日（日）

八東地域 （１会場）４月21日（日）

平成３１年度 敬老会のお知らせ
　来年度の敬老会は下記のとおり予定しており
ます。対象者は、昭和19年４月１日以前に生まれ
た方です。詳細は別途通知いたします。

「洋ラン展」と「洋ランの育て方」講座
　八頭町洋ラン友の会による「洋ラン展」を開
催します。美しく鮮やかな洋ランをぜひご覧く
ださい。
　また、「洋ランの育て方講座」もあわせて開
催しますので興味のある方はご参加ください。

※参加費無料。先着 20 名。

Information

春の火災予防運動
　３月１日(金)から７日(木)までの７日間、全国一
斉に春の火災予防運動が実施されます。八頭町で
も八東地域において、消防団及び自警団を中心と
した防火広報、消防演習などを実施いたします。
　これから暖かくなるにつれて空気が乾燥し、ま
た風が強い日が多く、火災の起こりやすい時期で
す。火災はちょっとした不注意から発生します。今
一度火の取扱い、火の後始末に十分注意し、火災
が発生しないように心がけましょう。

お知らせ

申請書は、毎月20日までに提出してください。
翌月の定例農業委員会で審議します。

第12回
定例農業委員会の開催について

船岡地区公民館

　一般家庭における公共下水道使用料と農業
集落排水使用料は、基本料金2,300円と毎月１
日現在の住民基本台帳の世帯人員一人あたり
440円を加えた額を納めていただいています。
　住所移転をされないまま障がい者施設や高齢
者福祉施設等に入所されている方がある世帯
は、減免申請していただくことで一人あたり440
円を減額することができる場合があります。（学
生、単身赴任、入院等の場合は除く）詳しくは、上
下水道課へお尋ねください。
　また、現在減免を受けている世帯には、２月下
旬に減免継続届出書を郵送していますので、更
新の手続きをお願いします。

・引っ越しで水道・下水道を使用すると
き、使用をやめるとき

・空家などで水道・下水道の使用を長期
間休止するとき

（盆・正月等で使用される際は、その都
度、事前に届出が必要です）

公共下水道・農業集落排水
使用料の減免について

ケーブルテレビをご覧の皆様へ
やずチャンネル（11ch）

３月八頭町議会定例会日程（予定）

３月放送予定新番組
＊「八頭号」運行開始
＊「隼ラッピング列車」デビュー

八頭町議会　本会議中継
３月５日（火）、６日（水）、７日（木）、
８日（金）、２２日（金）
　八頭町議会定例会の「本会議」を次の日程で
放送します。ぜひご覧ください。

３月５日（火） 本　会　議

※日程は変更となる場合があります。

月　　日 開議時間 日　　　　程
9：30

３月15日（金） 常任委員会9：00

３月18日（月） 議員全員協議会9：00

３月19日（火） 全員協議会13：30
３月22日（金） 本　会　議9：30

３月７日（木） 本　会　議（一般質問）9：30

３月８日（金） 本　会　議（一般質問）9：30

３月６日（水） 9：30 本　会　議

３月11日（月） 13：30 予算・決算に関する
調査特別委員会

３月12日（火） 9：00 予算・決算に関する
調査特別委員会

３月13日（水） 9：00 予算・決算に関する
調査特別委員会

３月14日（木） 9：00 予算・決算に関する
調査特別委員会

　こんなとき、届け出が必要です。
届け出はお忘れなく

ケーブルテレビ
加入キャンペーン実施中

　八頭町合併15年を記念して、ケーブルテレビ
加入キャンペーンを実施します。（詳しくは、今
月号の折込チラシをご覧ください）
　この機会にぜひご加入ください。

問い合わせ
全関西ケーブルテレビジョン

フリーダイヤル　☎ 0120-968-138
（平日 9:30 ～ 17:30）
企画課　☎ 76-0212

開催場所
開 催 日 ３月12日（火）13：30～

提出先・問い合わせ
農業委員会事務局 ☎ 76-0207

問い合わせ 上下水道課 ☎ 72-3973

議会事務局 ☎72-3975問い合わせ
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公 民 館 だ よ り 八頭町中央公民館 ☎72-3113 ／ FAX 72-3488
〒680-0463　八頭町宮谷 80 番地

講　　師 國本　厚さん

八頭町高齢者大学　合同学習会と閉校式

申し込み 3月19日（火）までに中央公民館
☎72-3113 へお申込みください。
（月曜・祝日休館）

日　　時 ３月17日（日） 10：00～11：00

日　　時 ３月23日（土）～24日（日）

会　　場 中央公民館　大集会室（ホワイエ）

入 場 料 無料

作　　品 『映画　それいけ！アンパンマン
　　おもちゃの星のナンダとルンダ』

❖ 洋ラン展

日　　時 ３月23日（土）
10：00～11：30

会　　場 中央公民館　実習室

❖ 洋ランの育て方講座 子どもシアター〈３月〉

 1月17日（木）に八東体育文化センターにおいて、今年度最後となる八頭町高齢者大
学3地域合同学習会と閉校式を開催いたしました。
　合同学習会では、八頭町関西事務所の植田和夫所長をお招きし、八頭町関西事務
所が担っている役割や、知名度アップを目指した活動の成果についてなどをお話いた
だき、皆さんが熱心に聞き入っておられました。学習会後の合唱では、講師の鶴崎千
晴先生のご指導のもと「この道」「高原列車は行く」「故郷」を全員で歌い、6月から始
まった大学生活を締めくくりました。
　来年度も多くの学生の皆さんと楽しく学んでいきたいと思いますので、よろしくお願
いします。

郡家地域 （１会場）４月14日（日）

船岡地域 （４会場）４月21日（日）

八東地域 （１会場）４月21日（日）

平成３１年度 敬老会のお知らせ
　来年度の敬老会は下記のとおり予定しており
ます。対象者は、昭和19年４月１日以前に生まれ
た方です。詳細は別途通知いたします。

「洋ラン展」と「洋ランの育て方」講座
　八頭町洋ラン友の会による「洋ラン展」を開
催します。美しく鮮やかな洋ランをぜひご覧く
ださい。
　また、「洋ランの育て方講座」もあわせて開
催しますので興味のある方はご参加ください。

※参加費無料。先着 20 名。

Information

春の火災予防運動
　３月１日(金)から７日(木)までの７日間、全国一
斉に春の火災予防運動が実施されます。八頭町で
も八東地域において、消防団及び自警団を中心と
した防火広報、消防演習などを実施いたします。
　これから暖かくなるにつれて空気が乾燥し、ま
た風が強い日が多く、火災の起こりやすい時期で
す。火災はちょっとした不注意から発生します。今
一度火の取扱い、火の後始末に十分注意し、火災
が発生しないように心がけましょう。

お知らせ

申請書は、毎月20日までに提出してください。
翌月の定例農業委員会で審議します。

第12回
定例農業委員会の開催について

船岡地区公民館

　一般家庭における公共下水道使用料と農業
集落排水使用料は、基本料金2,300円と毎月１
日現在の住民基本台帳の世帯人員一人あたり
440円を加えた額を納めていただいています。
　住所移転をされないまま障がい者施設や高齢
者福祉施設等に入所されている方がある世帯
は、減免申請していただくことで一人あたり440
円を減額することができる場合があります。（学
生、単身赴任、入院等の場合は除く）詳しくは、上
下水道課へお尋ねください。
　また、現在減免を受けている世帯には、２月下
旬に減免継続届出書を郵送していますので、更
新の手続きをお願いします。

・引っ越しで水道・下水道を使用すると
き、使用をやめるとき

・空家などで水道・下水道の使用を長期
間休止するとき

（盆・正月等で使用される際は、その都
度、事前に届出が必要です）

公共下水道・農業集落排水
使用料の減免について

ケーブルテレビをご覧の皆様へ
やずチャンネル（11ch）

３月八頭町議会定例会日程（予定）

３月放送予定新番組
＊「八頭号」運行開始
＊「隼ラッピング列車」デビュー

八頭町議会　本会議中継
３月５日（火）、６日（水）、７日（木）、
８日（金）、２２日（金）
　八頭町議会定例会の「本会議」を次の日程で
放送します。ぜひご覧ください。

３月５日（火） 本　会　議

※日程は変更となる場合があります。

月　　日 開議時間 日　　　　程
9：30

３月15日（金） 常任委員会9：00

３月18日（月） 議員全員協議会9：00

３月19日（火） 全員協議会13：30
３月22日（金） 本　会　議9：30

３月７日（木） 本　会　議（一般質問）9：30

３月８日（金） 本　会　議（一般質問）9：30

３月６日（水） 9：30 本　会　議

３月11日（月） 13：30 予算・決算に関する
調査特別委員会

３月12日（火） 9：00 予算・決算に関する
調査特別委員会

３月13日（水） 9：00 予算・決算に関する
調査特別委員会

３月14日（木） 9：00 予算・決算に関する
調査特別委員会

　こんなとき、届け出が必要です。
届け出はお忘れなく

ケーブルテレビ
加入キャンペーン実施中

　八頭町合併15年を記念して、ケーブルテレビ
加入キャンペーンを実施します。（詳しくは、今
月号の折込チラシをご覧ください）
　この機会にぜひご加入ください。

問い合わせ
全関西ケーブルテレビジョン

フリーダイヤル　☎ 0120-968-138
（平日 9:30 ～ 17:30）
企画課　☎ 76-0212

開催場所
開 催 日 ３月12日（火）13：30～

提出先・問い合わせ
農業委員会事務局 ☎ 76-0207

問い合わせ 上下水道課 ☎ 72-3973

議会事務局 ☎72-3975問い合わせ
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Information

町長交際費のお知らせ
　平成30年10月から12月までの町長交際費は
次のとおりでしたのでお知らせします。

　香典、花輪については、「八頭町弔事に関する要綱」
（平成17年３月31日告示第２号）によるものです。

支出内容 （円）

月 内　　容 支出額
10月 中私都親交会大運動会（お祝い）ほか計3件

東京鳥取県人会総会と懇親の集い・景品ほか
東京鳥取県人会慶祝名刺広告代
全国市町村長サミット参加費ほか

在岡山鳥取県人会懇親会会費
ブライセン本社訪問（手土産）
中国地方の道路を考える懇親会会費
郡家柿選果場開所式（お祝い）ほか計2件
八東地域慰霊祭（お供え）ほか計2件

在岡山鳥取県人会総会・景品ほか
広島鳥取県人会総会・景品ほか
少年野球教室懇親会会費
ブライセン調印式
東部町長会会費
香典
小林昌司氏旭日双光章受章祝賀会会費ほか
花御所柿　計17件　
北岡本店調印式
香典・花輪　

農業農村整備事業等に関する意見交換会懇親会会費

北岡本店創業150周年記念式典・祝賀会（お礼）

11,340

11月

22,944

10,000

8,800

14,630

11,124

6,480

5,000

7,560

7,560

5,000

23,512

20,512

5,000

23,300

5,000

10,000

11,400

74,400

16,000

26,480

12月

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ミニＳＬ機関士養成講座
～自分の手でミニＳＬを動かしてみよう！～

３月 9日（土） 10：00～15：00
３月10日（日） 10：00～15：00
３月23日（土） 10：00～15：00
３月24日（日） 10：00～15：00

３月９・10日分…3月4日（月）
３月23・24日分…3月18日（月）

やずミニSL博物館
※４回のうちいずれか１回

各回5名
※中学生以上から申し込みできます。
ミニＳＬに関する初歩的に知識と
技能の習得（座学、走行のための
準備や操作方法等）
1,000円（昼食代、イベント保険代等）

産業観光課 ☎76-0208

9：30～

9：30～

9：30～

9：30～

9：00～

9：00～

9：00～

9：00～

「ピザパーティー恋活」参加者募集！！

３月10日（日）13:30～15:30
BASE8823（八頭郡八頭町隼福245-6）

八頭町に在住・在勤・出身、もしくは
結婚後八頭町に定住する意思のある
独身の20歳～39歳までの男女

BASE8823（担当：山村）
メール　info@torikumi.co.jp

男女各10名
男性 3,000円、女性1,500円

氏名、住所、年齢、性別、連絡先をご記入の上
メールまたはお電話にてご連絡ください。

☎71-0823

「縁結びBBQビュッフェ」参加者募集！！

３月23日（土）15:00～17:30
Cafe&Dining  San

（八頭郡八頭町見槻中154-2隼Lab.1F）
八頭町に在住・在勤・出身、もしくは
結婚後八頭町に定住する意思のある
20～39歳までの独身の方。

Cafe&Dining San（担当：中田）

メール
　contact@san8823.com

男女各20名
※1グループ2名以上でお申込み下さい。
男性 3,500円、女性1,500円

氏名、住所、年齢、性別、連絡先をご記入の上、
メールまたはお電話にてご連絡ください。

☎72-3330

３月21日（木）

３月８日（金）

日　　時

申込期限

会　　場
定　　員

内　　容

受 講 料

申し込み

　八頭町婚活支援事業として、BASE8823で「ピ
ザパーティー恋活」を開催します。チームに分か
れ、熱々のピザを作ります。皆様のご参加をお待
ちしております！

定　　員

開催日時

参 加 費
申し込み方法

会 　 場

申込期限

募集対象

申し込み

　八頭町婚活支援事業として、隼Lab.にある
Café&Dining Sanが「縁結びBBQビュッフェ」を
開催します！おしゃれなカフェで気軽にビュッ
フェ料理やBBQ、オリジナルドリンクを楽しんで
いただきます。今回は、お友達や同僚の方との参
加を原則としたイベントとしています。
　皆様のご参加をお待ちしております！

定　　員

開催日時

参 加 費

申し込み方法

会 　 場

申込期限

募集対象

申し込み

鳥取県後期高齢者医療懇話会
委員の募集について

Information

「霊獣・麒麟獅子展」巡回展
　古くから因幡・但馬地方に伝わる麒麟獅子舞
の魅力を発信するため、写真パネルや麒麟獅子
のレプリカ、剪画などを展示し紹介する巡回展を
開催します。
 麒麟獅子の魅力がいっぱいの展示会になって
いますので、この機会にぜひご覧ください。

　予備自衛官補（身分：非常勤の特別職国家公
務員）とは、必要な教育訓練を受け、修了後に予
備自衛官となる制度です。
　普段は社会人（学生）として仕事（学業）をしな
がら、必要なスキルを継続的に維持させるため
定期的に訓練を受け、有事の際には自衛官とし
て後方の警備や支援に当たります。

※技能公募は、衛生・語学・整備・情報処理・通
信・電気・建設・放射線管理・法務の国家免許
資格等を有する者

小さな掛け金　大きな補償
スポーツ安全保険

予備自衛官補の募集

8：30～17：15
中央公民館２階　展示室

2019年４月１日午前０時から
2020年３月31日午後12時まで
補償内容は、加入区分によって
異なります。保険の詳しい内容は
ホームページをご覧ください。

３月１日（金）～３月29日（金）

西条柿中間管理ほ場
日下部（約50ａ）、小別府（約30ａ）

３名程度

一般公募及び技能公募

　八頭町の特産である西条柿の産地を維持し、
新規就農者等が柿栽培を始めやすいように、西
条柿の優良園を暫定的に栽培管理（中間管理）し
ています。
 このたび、その西条柿の圃場（日下部、小別府）
で、入植者を広く募集することとなり、下記のとお
り応募を受け付けています。お気軽にお問い合
わせください。

入植希望者には、募集ほ場
の現地説明会を行います。

西条柿栽培の経験が
ない方等には、入植後の柿栽培の準備のために、
西条柿の栽培研修を１年間実施する予定です。

八頭町西条柿園入植者の募集

平成31年4月～平成33年3月31日
（2年間）
鳥取県後期高齢者医療の被保険者

（平成31年4月1日現在）の方

3月15日（金）必着

6名以内

　後期高齢者医療制度の運営等について、被保
険者の皆様のご意見を伺うために設置した懇話
会の公募委員を募集します。

応募申込書に、必要事項を記載して
提出してください。
※募集要領・応募申込書は、問い合わせ先のほ

か、八頭町町民課でも配布しています。また、
下記のホームページからも印刷できます。

　　http://www.koureikouiki-tottori.jp

いな　ば

れい  じゅう き　  りん　 し　　し

せん　が

き　 りん　  し　　し　 まいたじ　ま

スポーツ安全保険

時　　間
場　　所

期 　 間 ３月９日（土）～３月17日（日）
※11日（月）は休館です。

受付期間 ４月12日（金）まで

試 験 日 ４月20日（土）～４月24日（水）の
いずれか１日を指定

問い合わせ 社会教育課 ☎ 84-1232

保険機関

補償内容

募集期間

入植募集ほ場

現地ほ場説明会

入植前の研修の実施

募集人員

採用区分

対象となる事故
団体・グループ活動中の事故／往復中の事故

申し込み・問い合わせ
スポーツ安全協会 鳥取県支部 ☎ 0857-26-8724

問い合わせ 自衛隊鳥取募集案内所
 ☎ 0857-26-4019（FAX 兼）

申し込み・問い合わせ
八頭町農業公社（平日　8:30 ～ 17:15） 
　　　　　　　☎72-3678　FAX 72-3679
産業観光課　☎76-0208　FAX 76-0217

任　　期

応募資格

受付期間

応募方法
募集人員

申し込み・問い合わせ
鳥取県後期高齢者医療広域連合　総務課

（鳥取県東伯郡湯梨浜町龍島 500）
 ☎ 0858-32-1097　FAX 0858-32-1067

◆◆YAZU
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Information

町長交際費のお知らせ
　平成30年10月から12月までの町長交際費は
次のとおりでしたのでお知らせします。

　香典、花輪については、「八頭町弔事に関する要綱」
（平成17年３月31日告示第２号）によるものです。

支出内容 （円）

月 内　　容 支出額
10月 中私都親交会大運動会（お祝い）ほか計3件

東京鳥取県人会総会と懇親の集い・景品ほか
東京鳥取県人会慶祝名刺広告代
全国市町村長サミット参加費ほか

在岡山鳥取県人会懇親会会費
ブライセン本社訪問（手土産）
中国地方の道路を考える懇親会会費
郡家柿選果場開所式（お祝い）ほか計2件
八東地域慰霊祭（お供え）ほか計2件

在岡山鳥取県人会総会・景品ほか
広島鳥取県人会総会・景品ほか
少年野球教室懇親会会費
ブライセン調印式
東部町長会会費
香典
小林昌司氏旭日双光章受章祝賀会会費ほか
花御所柿　計17件　
北岡本店調印式
香典・花輪　

農業農村整備事業等に関する意見交換会懇親会会費

北岡本店創業150周年記念式典・祝賀会（お礼）

11,340

11月

22,944

10,000

8,800

14,630

11,124

6,480

5,000

7,560

7,560

5,000

23,512

20,512

5,000

23,300

5,000

10,000

11,400

74,400

16,000

26,480

12月

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ミニＳＬ機関士養成講座
～自分の手でミニＳＬを動かしてみよう！～

３月 9日（土） 10：00～15：00
３月10日（日） 10：00～15：00
３月23日（土） 10：00～15：00
３月24日（日） 10：00～15：00

３月９・10日分…3月4日（月）
３月23・24日分…3月18日（月）

やずミニSL博物館
※４回のうちいずれか１回

各回5名
※中学生以上から申し込みできます。
ミニＳＬに関する初歩的に知識と
技能の習得（座学、走行のための
準備や操作方法等）
1,000円（昼食代、イベント保険代等）

産業観光課 ☎76-0208

9：30～

9：30～

9：30～

9：30～

9：00～

9：00～

9：00～

9：00～

「ピザパーティー恋活」参加者募集！！

３月10日（日）13:30～15:30
BASE8823（八頭郡八頭町隼福245-6）

八頭町に在住・在勤・出身、もしくは
結婚後八頭町に定住する意思のある
独身の20歳～39歳までの男女

BASE8823（担当：山村）
メール　info@torikumi.co.jp

男女各10名
男性 3,000円、女性1,500円

氏名、住所、年齢、性別、連絡先をご記入の上
メールまたはお電話にてご連絡ください。

☎71-0823

「縁結びBBQビュッフェ」参加者募集！！

３月23日（土）15:00～17:30
Cafe&Dining  San

（八頭郡八頭町見槻中154-2隼Lab.1F）
八頭町に在住・在勤・出身、もしくは
結婚後八頭町に定住する意思のある
20～39歳までの独身の方。

Cafe&Dining San（担当：中田）

メール
　contact@san8823.com

男女各20名
※1グループ2名以上でお申込み下さい。
男性 3,500円、女性1,500円

氏名、住所、年齢、性別、連絡先をご記入の上、
メールまたはお電話にてご連絡ください。

☎72-3330

３月21日（木）

３月８日（金）

日　　時

申込期限

会　　場
定　　員

内　　容

受 講 料

申し込み

　八頭町婚活支援事業として、BASE8823で「ピ
ザパーティー恋活」を開催します。チームに分か
れ、熱々のピザを作ります。皆様のご参加をお待
ちしております！

定　　員

開催日時

参 加 費
申し込み方法

会 　 場

申込期限

募集対象

申し込み

　八頭町婚活支援事業として、隼Lab.にある
Café&Dining Sanが「縁結びBBQビュッフェ」を
開催します！おしゃれなカフェで気軽にビュッ
フェ料理やBBQ、オリジナルドリンクを楽しんで
いただきます。今回は、お友達や同僚の方との参
加を原則としたイベントとしています。
　皆様のご参加をお待ちしております！

定　　員

開催日時

参 加 費

申し込み方法

会 　 場

申込期限

募集対象

申し込み

鳥取県後期高齢者医療懇話会
委員の募集について

Information

「霊獣・麒麟獅子展」巡回展
　古くから因幡・但馬地方に伝わる麒麟獅子舞
の魅力を発信するため、写真パネルや麒麟獅子
のレプリカ、剪画などを展示し紹介する巡回展を
開催します。
 麒麟獅子の魅力がいっぱいの展示会になって
いますので、この機会にぜひご覧ください。

　予備自衛官補（身分：非常勤の特別職国家公
務員）とは、必要な教育訓練を受け、修了後に予
備自衛官となる制度です。
　普段は社会人（学生）として仕事（学業）をしな
がら、必要なスキルを継続的に維持させるため
定期的に訓練を受け、有事の際には自衛官とし
て後方の警備や支援に当たります。

※技能公募は、衛生・語学・整備・情報処理・通
信・電気・建設・放射線管理・法務の国家免許
資格等を有する者

小さな掛け金　大きな補償
スポーツ安全保険

予備自衛官補の募集

8：30～17：15
中央公民館２階　展示室

2019年４月１日午前０時から
2020年３月31日午後12時まで
補償内容は、加入区分によって
異なります。保険の詳しい内容は
ホームページをご覧ください。

３月１日（金）～３月29日（金）

西条柿中間管理ほ場
日下部（約50ａ）、小別府（約30ａ）

３名程度

一般公募及び技能公募

　八頭町の特産である西条柿の産地を維持し、
新規就農者等が柿栽培を始めやすいように、西
条柿の優良園を暫定的に栽培管理（中間管理）し
ています。
 このたび、その西条柿の圃場（日下部、小別府）
で、入植者を広く募集することとなり、下記のとお
り応募を受け付けています。お気軽にお問い合
わせください。

入植希望者には、募集ほ場
の現地説明会を行います。

西条柿栽培の経験が
ない方等には、入植後の柿栽培の準備のために、
西条柿の栽培研修を１年間実施する予定です。

八頭町西条柿園入植者の募集

平成31年4月～平成33年3月31日
（2年間）
鳥取県後期高齢者医療の被保険者

（平成31年4月1日現在）の方

3月15日（金）必着

6名以内

　後期高齢者医療制度の運営等について、被保
険者の皆様のご意見を伺うために設置した懇話
会の公募委員を募集します。

応募申込書に、必要事項を記載して
提出してください。
※募集要領・応募申込書は、問い合わせ先のほ

か、八頭町町民課でも配布しています。また、
下記のホームページからも印刷できます。

　　http://www.koureikouiki-tottori.jp

いな　ば

れい  じゅう き　  りん　 し　　し

せん　が

き　 りん　  し　　し　 まいたじ　ま

スポーツ安全保険

時　　間
場　　所

期 　 間 ３月９日（土）～３月17日（日）
※11日（月）は休館です。

受付期間 ４月12日（金）まで

試 験 日 ４月20日（土）～４月24日（水）の
いずれか１日を指定

問い合わせ 社会教育課 ☎ 84-1232

保険機関

補償内容

募集期間

入植募集ほ場

現地ほ場説明会

入植前の研修の実施

募集人員

採用区分

対象となる事故
団体・グループ活動中の事故／往復中の事故

申し込み・問い合わせ
スポーツ安全協会 鳥取県支部 ☎ 0857-26-8724

問い合わせ 自衛隊鳥取募集案内所
 ☎ 0857-26-4019（FAX 兼）

申し込み・問い合わせ
八頭町農業公社（平日　8:30 ～ 17:15） 
　　　　　　　☎72-3678　FAX 72-3679
産業観光課　☎76-0208　FAX 76-0217

任　　期

応募資格

受付期間

応募方法
募集人員

申し込み・問い合わせ
鳥取県後期高齢者医療広域連合　総務課

（鳥取県東伯郡湯梨浜町龍島 500）
 ☎ 0858-32-1097　FAX 0858-32-1067
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Topic of town まちの話題
　
１
月
26
日（
土
）、中
央
公
民
館
で
八
頭

町
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、自
治
の
振
興
な

ど
町
勢
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
表

彰
状
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称

略
）

平
成
30
年
度

　
　
八
頭
町
表
彰
式

【
功
労
表
彰
】

■
消
防
団
員
と
し
て
25
年
以
上
在
職
し
、消

防
活
動
に
精
励
さ
れ
た
方

　
　
　
德
　
田
　
秀
　
行
　（
坂
町
）

　
　
　
奥
　
井
　
正
　
雄
　（
丸
山
）

　
　
　
遠
　
藤
　
教
　
浩
　（
郡
家
中
）

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
し
て
25
年
以
上
在

職
し
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
普
及
に
精
励
さ

れ
た
方

　
　
　
加
　
藤
　
育
　
代
　（
皆
原
）

　
　
　
森
　
本
　
　
　
桂
　（
上
徳
丸
）

　【
善
行
表
彰
】

■
消
防
団
員
と
し
て
10
年
以
上
在
職
し
、消

防
活
動
に
精
励
さ
れ
た
方

　
　
　
西
　
村
　
大
　
輔
　（
北
山
）

　■
商
工
会
理
事
を
長
年
務
め
、商
工
会
の
円

滑
な
組
織
運
営
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、地
域

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
　
勝
　
連
　
太
　
朗
　（
橋
本
）

■
永
年
に
わ
た
り
河
川
環
境
の
維
持
・
保
全

等
に
関
す
る
活
動
を
行
い
、産
官
学
の
地

域
住
民
に
よ
る
河
川
環
境
保
全
等
に
貢

献
さ
れ
た
団
体

　
　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
　
　
八
東
川
清
流
ク
ラ
ブ

■
世
界
規
模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
、本
町
の
体
育
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
方

　
　
　
安
　
藤
　
彩
　
夏
　（
丸
山
）

　
　
　
山
　
下
　
日
菜
子
　（
坂
田
）

■
世
界
規
模
の
大
会
に
出
場
さ
れ
、本
町
の

体
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
　
米
　
村
　
翔
　
太
　（
山
路
）

■
全
国
規
模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
、本
町
の
体
育
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
方

　
　
　
井
　
上
　
息
　
吹
　（
下
津
黒
）　

　■
全
国
規
模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
、本
町
の
体
育
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
団
体

　
　
　
八
頭
町
立
八
頭
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
駅
伝
部

　
　
　
鳥
取
県
立
八
頭
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

日
本
海
新
聞

ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
１
８
を
受
賞

　
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
１
８

表
彰
式
が
２
月
６
日（
水
）、八
頭
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。受
賞
者（
団
体
）は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

地
域
貢
献
賞

　
　
因
幡
船
岡
駅
の
活
性
化
を
考
え
る
会

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　
信
　
夫
　
大
　
輝

　
　
八
頭
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車

新
デ
ザ
イ
ン
車
両
が
３
月
16
日
か
ら
運
行
し
ま
す

　
若
桜
鉄
道
で
運
行
し
て
い
る
ス
ズ
キ
製

大
型
バ
イ
ク「
隼
」の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
が
、

３
月
16
日（
土
）か
ら
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
運
行
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
は
、交
流
人
口
の

拡
大
と
、鉄
道
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め（
株
）ス
ズ
キ
の
協
力
に
よ
り
運
行
す

る
も
の
で
す
。車
両
正
面
に
は
隼
バ
イ
ク
の

フ
ロ
ン
ト
部
分
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、列
車
の

両
面
に
は
初
代
と
現
行
モ
デ
ル
の「
隼
」が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
16
日
に
は（
株
）ス
ズ
キ
の
社
長
出

席
の
も
と
出
発
式
が
行
わ
れ
、隼
駅
か
ら

八
東
駅
ま
で
の
5.5
ｋ
ｍ
の
間
を
大
型
バ
イ

ク「
隼
」と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
が
並
走
し
て

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。こ
の
様
子
は
、大

阪
で
開
催
さ
れ
る
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ー
で
も
生
中
継
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
当
日
は
各
駅
で
様
々
な
お
も
て
な

し
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、沿
線
で
手

を
振
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
の
応
援
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
た
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
を
起
爆
剤
に
、

さ
ら
な
る
利
用
者
の
増
加
と
地
域
活
性
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
化
財
を
守
る
た
め
の

防
火
訓
練
を
実
施

　
１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に

制
定
さ
れ
て
お
り
、全
国
で
文
化
財
を
火

災
か
ら
守
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
八
頭
町
で
は
、１
月
27
日（
日
）、用
呂
に

あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財「
矢
部
家
住
宅
」

で
文
化
財
防
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、文
化
財
付
近
で
火
災
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
、関
係
者
に
よ
る
通
報

訓
練
が
行
わ
れ
、防
災
行
政
無
線
の
サ
イ

レ
ン
を
合
図
に
用
呂
自
警
団
を
は
じ
め
、

八
頭
消
防
署
若
桜
出
張
所
、八
頭
町
消
防

団
が
出
動
し
ま
し
た
。各
隊
と
も
機
敏
な

動
き
で
水
を
送
水
し
、確
実
、正
確
な
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

ラッピング列車の新デザイン

【
出
発
式
】

　
　
　
　
　

３
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　10
時
15
分
〜
10
時
51
分

　
　
　
　
　 

若
桜
鉄
道「
隼
駅
」ホ
ー
ム

【「
隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
」 

　
　
　
　
　
　
　並
走
パ
レ
ー
ド
】

　
　
　
　
　

３
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　10
時
51
分
〜
11
時
15
分

　
　
　
　
　 

隼
駅
〜
八
東
駅

前回平成 28 年３月のパレードの様子

列車の各駅通過時刻 （パレード区間）

日
時

場
所

日
時

区
間

郡家駅 八頭高校前 因幡船岡 隼　駅 安　部 八　東 徳　丸 丹　比 若　桜

10：39発 10：41着
10：41発

10：43着
10：43発

10：47着
10：51発
(停車4分)

10：56着
10：56発
(停車15秒)

11：02着
11：02発
(停車15秒)

11：05着
11：05発

11：08着
11：08発

11：15着
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Topic of town まちの話題
　
１
月
26
日（
土
）、中
央
公
民
館
で
八
頭

町
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、自
治
の
振
興
な

ど
町
勢
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
表

彰
状
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称

略
）

平
成
30
年
度

　
　
八
頭
町
表
彰
式

【
功
労
表
彰
】

■
消
防
団
員
と
し
て
25
年
以
上
在
職
し
、消

防
活
動
に
精
励
さ
れ
た
方

　
　
　
德
　
田
　
秀
　
行
　（
坂
町
）

　
　
　
奥
　
井
　
正
　
雄
　（
丸
山
）

　
　
　
遠
　
藤
　
教
　
浩
　（
郡
家
中
）

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
し
て
25
年
以
上
在

職
し
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
普
及
に
精
励
さ

れ
た
方

　
　
　
加
　
藤
　
育
　
代
　（
皆
原
）

　
　
　
森
　
本
　
　
　
桂
　（
上
徳
丸
）

　【
善
行
表
彰
】

■
消
防
団
員
と
し
て
10
年
以
上
在
職
し
、消

防
活
動
に
精
励
さ
れ
た
方

　
　
　
西
　
村
　
大
　
輔
　（
北
山
）

　■
商
工
会
理
事
を
長
年
務
め
、商
工
会
の
円

滑
な
組
織
運
営
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、地
域

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
　
勝
　
連
　
太
　
朗
　（
橋
本
）

■
永
年
に
わ
た
り
河
川
環
境
の
維
持
・
保
全

等
に
関
す
る
活
動
を
行
い
、産
官
学
の
地

域
住
民
に
よ
る
河
川
環
境
保
全
等
に
貢

献
さ
れ
た
団
体

　
　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
　
　
八
東
川
清
流
ク
ラ
ブ

■
世
界
規
模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
、本
町
の
体
育
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
方

　
　
　
安
　
藤
　
彩
　
夏
　（
丸
山
）

　
　
　
山
　
下
　
日
菜
子
　（
坂
田
）

■
世
界
規
模
の
大
会
に
出
場
さ
れ
、本
町
の

体
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
　
米
　
村
　
翔
　
太
　（
山
路
）

■
全
国
規
模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
、本
町
の
体
育
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
方

　
　
　
井
　
上
　
息
　
吹
　（
下
津
黒
）　

　■
全
国
規
模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
、本
町
の
体
育
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
団
体

　
　
　
八
頭
町
立
八
頭
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
駅
伝
部

　
　
　
鳥
取
県
立
八
頭
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

日
本
海
新
聞

ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
１
８
を
受
賞

　
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
１
８

表
彰
式
が
２
月
６
日（
水
）、八
頭
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。受
賞
者（
団
体
）は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

地
域
貢
献
賞

　
　
因
幡
船
岡
駅
の
活
性
化
を
考
え
る
会

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　
信
　
夫
　
大
　
輝

　
　
八
頭
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車

新
デ
ザ
イ
ン
車
両
が
３
月
16
日
か
ら
運
行
し
ま
す

　
若
桜
鉄
道
で
運
行
し
て
い
る
ス
ズ
キ
製

大
型
バ
イ
ク「
隼
」の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
が
、

３
月
16
日（
土
）か
ら
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
運
行
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
は
、交
流
人
口
の

拡
大
と
、鉄
道
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め（
株
）ス
ズ
キ
の
協
力
に
よ
り
運
行
す

る
も
の
で
す
。車
両
正
面
に
は
隼
バ
イ
ク
の

フ
ロ
ン
ト
部
分
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、列
車
の

両
面
に
は
初
代
と
現
行
モ
デ
ル
の「
隼
」が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
16
日
に
は（
株
）ス
ズ
キ
の
社
長
出

席
の
も
と
出
発
式
が
行
わ
れ
、隼
駅
か
ら

八
東
駅
ま
で
の
5.5
ｋ
ｍ
の
間
を
大
型
バ
イ

ク「
隼
」と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
が
並
走
し
て

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。こ
の
様
子
は
、大

阪
で
開
催
さ
れ
る
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ー
で
も
生
中
継
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
当
日
は
各
駅
で
様
々
な
お
も
て
な

し
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、沿
線
で
手

を
振
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
の
応
援
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
た
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
を
起
爆
剤
に
、

さ
ら
な
る
利
用
者
の
増
加
と
地
域
活
性
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
化
財
を
守
る
た
め
の

防
火
訓
練
を
実
施

　
１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に

制
定
さ
れ
て
お
り
、全
国
で
文
化
財
を
火

災
か
ら
守
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
八
頭
町
で
は
、１
月
27
日（
日
）、用
呂
に

あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財「
矢
部
家
住
宅
」

で
文
化
財
防
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、文
化
財
付
近
で
火
災
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
、関
係
者
に
よ
る
通
報

訓
練
が
行
わ
れ
、防
災
行
政
無
線
の
サ
イ

レ
ン
を
合
図
に
用
呂
自
警
団
を
は
じ
め
、

八
頭
消
防
署
若
桜
出
張
所
、八
頭
町
消
防

団
が
出
動
し
ま
し
た
。各
隊
と
も
機
敏
な

動
き
で
水
を
送
水
し
、確
実
、正
確
な
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

ラッピング列車の新デザイン

【
出
発
式
】

　
　
　
　
　

３
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　10
時
15
分
〜
10
時
51
分

　
　
　
　
　 

若
桜
鉄
道「
隼
駅
」ホ
ー
ム

【「
隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
」 

　
　
　
　
　
　
　並
走
パ
レ
ー
ド
】

　
　
　
　
　

３
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　10
時
51
分
〜
11
時
15
分

　
　
　
　
　 

隼
駅
〜
八
東
駅

前回平成 28 年３月のパレードの様子

列車の各駅通過時刻 （パレード区間）

日
時

場
所

日
時

区
間

郡家駅 八頭高校前 因幡船岡 隼　駅 安　部 八　東 徳　丸 丹　比 若　桜

10：39発 10：41着
10：41発

10：43着
10：43発

10：47着
10：51発
(停車4分)

10：56着
10：56発
(停車15秒)

11：02着
11：02発
(停車15秒)

11：05着
11：05発

11：08着
11：08発

11：15着
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信頼・安心の店
電化製品／修理／リフォーム

電気工事／水道トラブル／補聴器

電話 73-0273　FAX 72-1051（田中電器）
パナックたなか

Information

有　料　広　告
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宝くじ助成金で、消防団に軽可搬消防ポンプと活動服を整備

８時～17時

☎ 0858-82-1111
ご予約・問い合わせ

（一財）若桜町観光開発事業団

ご法要会席のご案内

わかさ氷ノ山スキー場

和洋折衷
　　お一人様 5,400円～
※ご予算に応じて承ります。

ひょうた

氷　ノ　山　高　原　の　宿

営業中 ３月中旬まで営業

　３月１日より、船岡竹林公園が冬季休園を終えてオープンします。
開園が３月であるということに合わせ、竹林公園管理棟ではひな人形
がずらりと飾られ、来園者の目を一際引くイベントを開催しています。
　展示されているひな人形は、明治時代から平成にかけて作られたも
ので、よく見るとそれぞれ異なった姿・形になっています。
　今年もご家族・ご友人等をお誘い合わせのうえ、船岡竹林公園にご
来園ください。

　宝くじ社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を
財源として実施しているコミュニティ助成事業を活用し、八
頭町消防団に軽可搬消防ポンプと活動服の整備を行いまし
た。これにより初期消火活動体制の強化と地域防災力の向
上が図られました。

八頭町ふるさと百景 ～竹林公園のひな人形～

「やずナビ」ホームページ　〈http://yazukanko.jp〉をご覧下さい。 
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お
め
で
た

誕生日 名　前 ところ おとうさん・おかあさん

１月 8日 岸本　　恭
きょう

（ 用 呂 ） 祐志・雅子

19日 植木　珠
たま

央
お

（上日下部） 真司・智恵

21日 河上　昊
こう

史
し

（ 別 府 ） 和寿・志保

25日 田中　志
し

朋
ほ

（ 池 田 ） 祐介・康恵

お
く
や
み

日　付 名　前 ところ 年　齢
1月 16日 山本　守邦 （ 国 中１） 64歳

18日 中嶋　　江 （小別府） 101歳

18日 野田　昭仁 （　花　） 70歳

18日 田中智惠子 （小別府） 76歳

19日 德岡　　子 （郡家東） 97歳

21日 池本　尚文 （西　谷） 92歳

23日 西川　和壽 （上日下部） 94歳

24日 中村　　功 （隼　福） 82歳

24日 福本　忠行 （坂　田） 87歳

26日 榮田ゆき子 （門　尾） 98歳

26日 髙木　和子 （西御門） 87歳

26日 山根　博顯 （ 久能 寺） 91歳

27日 森下　末子 （国 中２） 87歳

29日 岸本　節子 （隼郡家） 92歳

29日 田中　善實 （橋　本） 95歳

30日 林　多喜子 （大　江） 92歳

31日 勝原　龍子 （落　岩） 90歳

2月 1日 山根　　眸 （福　地） 84歳

1日 小林　義幸 （郡家西） 82歳

2日 竹内　幸子 （郡家東） 91歳

3日 西川　正憲 （上日下部） 83歳

6日 　田　政幸 （細　見） 92歳

6日 西川　鶴代 （上日下部） 90歳

7日 中尾　末廣 （国 中 ２） 87歳

7日 石破　智子 （郡家殿） 89歳

7日 加藤千十世 （皆　原） 79歳

10日 明石　修晴 （安井宿） 82歳

12日 井上　　枝 （下門尾） 92歳

13日 前田貴美子 （下　野） 91歳

ひとのうごき 平成31年２月15日届出現在（敬称略）

Information

八頭町の
世帯数と人口

世帯数
総人口
　　男
　　女

今月の休場日は３月13日（水）です。
詳しくは、因幡霊場(☎0857-51-8320)へ

因幡霊場の休場日

３月の窓口業務時間延長実施日
実  施  日

1日（金）、8日（金）、15日（金）、22日（金）、
29日（金）
実施時間 17：15 ～ 19：00
実施場所 八頭町役場本庁舎

毎週金曜日

＊詳しくは、町民課（☎ 76-0211）または
　税務課（☎ 76-0204）にお問い合わせください。

弁護士による「なんでも相談」

日　　時 ４月５日（金） 13：30～16：30

会　　場 男女共同参画センター「かがやき」

問い合わせ 男女共同参画センター
「かがやき」　☎ 84-2361

　さまざまな問題に弁護士が無料で法律相談
に応じます。（事前予約制・先着４名）

巡回行政相談

日　　時 ３月23日（土） 13：30～15：30
会　　場 船岡地区公民館
問い合わせ 企画課　☎76-0212

　国などの行政に関する相談はありませんか？
行政相談委員が無料で相談をお受けします。

総合相談（人権・行政・心配ごと）

日　　時 ３月13日（水） 13：30～16：00

会　　場 中央公民館、船岡・丹比地区公民館

問い合わせ 人権推進課　☎ 84-1228

　人権擁護委員、行政相談委員が無料で相談
を受けます。お気軽にご相談ください。また、電
話での相談を希望される方は、人権推進課へご
連絡ください。相談会場にお繋ぎします。

２月1日現在
（　　）内は前月比

6,132 世帯

17,209 人

8,295 人

8,914 人

（－16）

（－24）

（－15）

（－19）
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2019.３
.1

N
o.168

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
と
環
境

に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用

し
印
刷
し
て
い
ま
す
。

広報やず　168号　　平成31年３月1日発行
URL　http://www.town.yazu.tottori.jp/

発行／ 八頭町役場　地方創生室
 〒680-0493　八頭郡八頭町郡家493番地　Tel.0858-76-0213

　３月１日（金）から、「船岡竹林公園」と「やずミニ
SL博物館」の営業が始まります。
　ご家族や各種団体様など、多くの方のご来場をお
待ちしています。

船岡竹林公園と
やずミニSL博物館に出かけよう

開　　園 ３月１日（金）～11月末
開園時間 8：30～17：30

（管理棟8：30～17：00）
休 園 日 毎週水曜日

（水曜が祝祭日の場合は翌日）
連 絡 先 （管理棟）☎73-8100

（指定管理者　遠藤農園）☎84-3231

開　　園 ３月１日（金）～11月末
会館時間 9：00～17：00
休 館 日 毎週水曜日（水曜が祝祭日の場合は翌日）
入 館 料 高校生以上200円、中学生以下無料

※団体割引（20人以上）高校生以上160円
連 絡 先 （ミニSL博物館直通）☎71 -0032

（八頭町産業観光課）☎76-0208

　男性の育休取得率は上昇傾向にありますが、わずか
5.14％（厚生労働省「平成29年度雇用均等基本調査」）
となっています。しかし一方で3割もの男性が「1ヶ月以上
の育休を取得したかった」と回答したデータもあり、男性
の意向に反して育休を取りづらい現実があります。
　取得の妨げになる要因に職場の雰囲気、会社や職場
の無理解などがあげられますが、当人たちも「育休は女
性が取るもの」と思い込み、夫婦間で話し合わずに決め
てしまうケースが多いようです。夫婦で充実した子育て
生活を送るためにも、まずは夫婦でよく話し合ってみま
せんか。

話し合おう、我が家の子育て
男女共同参画啓発シリーズ○154

Information

ミニSL乗車体験
日 時
料 金

土・日・祝日の10：00～15：00
１回100円

※雨天中止
※平日でも20人以上の団体の場合、予約可能

船岡竹林公園

やずミニSL博物館

◆◆YAZU
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